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《論 説》

〈ビジョン調査事業研究〉

流通システムの構造的変革下にみる中央卸売市場

関連事業者の問題状況 と展望

一一一川崎市中央卸売市場商業協同組合 の場合を一事例 として・一 一

上 沼 克 徳
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1は じめに

来る時代に流通システムの構造的変革が生じるであろ うとの確信の下に 『流

通革命』(中公新書)な る書が著わされて大反響を呼んだのは昭和37年(以 降)の

ことである。著者である林周二は,序 文の中ではっきりと次のように予言した。

「いわゆる流通機構には,近 い将来かならず大きな変革が くる。いや この変革

はすでにはじまっている。この変革が完成した暁には,流 通機構1そのものの国

民経済的意義が変革されt販 売の社会的意義がまるで変わったものになるであ

ろ う。そしてこの変革の意義を 自覚した者は栄え,自 覚しない者は滅び去ると

きが近い将来やって くるであろう。」その際に林は,流 通システムの構造的変
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勒 担い手ない し台風 の 目をスーパーマー ケ ッ トを中心 とする大規模小売舗

の出現 と台頭 に求めた。

あれか ら2・余年 を経 た今 日洞 書 の予測 な い 腱 信は概ね検謎 れた よ うに

思われ る・例えぽ昭和62鞍 の 躰 の小売業 ラ ンキ 〃 上 位2・社 を み る と
,ス

ー パー が10社
,百 貨店 が9社,そ して生 協が1社 であ り,し か もス ー一パ ーは上

位4位 ま で を 占 め て い る瀬 み れ ばiス ー パー 「ダ イー 」rfの 號 店

「主 婦 の店 ダ イー 」を大 阪千 林駅前に出店 したのは昭和32年 で あ り
,ま た 百 貨

顧 三 越」 に とって代籾 小売業 の第一位を 占めたのは
,そ れ か らわず か に、5

年 後(昭 和47年)の こ とであ った。 小 売業 の分野 は この30年 間
,正 に ス_パ_

が 主導 権 を把 る方 向で変 革 し,発 展 して来 た とい うこ とが で き るのである。

もっとも,小 売 業 の分 野へ の新 しい波 は,上 述 の大 型店 舗 チ ェー ン方 式 の ス

ー パーだけではなか
った・昭和49年 には ・イ ト ヨー 瞠 が サ ウス ラン ド社(米

国)と 提携 して 「セ ブン イ レ ブン」第1号 店 を 出店 した
。 スー パー に続 く,こ の

新 い'小 売業態 とし ての コン ビニエ ンスス トアは
,そ の後 急成 長 した.コ ン ビ

ニ ・ミニスー パー の販売 額伸 び率は昭和57年 か ら60年 の 間に 実 に84
.1%で あ

り,年 平 均22.6%で あ った。 ここに 至 って,小 規模 零 細小 売業,と りわ け食料

品 小売 店 の衰 退 は決定的 となった.駅 前等 の人 ・篠 地 は スー パー に
,そ して

今度 はs住 宅 街 の最寄 地 域 を コン ビ ニ熔 を奪繍 ることにな
ったか らであ る。

そ してさらに・次の よ うな諸業態 の成長が追い うちをかけ ることにな
った.業

態 別 に示 す な らy同 期 の期 間/年 平均 伸 び率 は 以下 の とお りであ る
。 シ ョッピ

"セ ン タh(・7・ ・/5・4)・ボ ラン タ リー チ ェー ン(31 .017.0),フ ラン チ ャイズ

チ ェー ン(21・6/6・7)・DIY・ ホー ムセ ン ター(76 .・/2・.8),生 協(3・.7/9.6)濃

協(14・6/4・7)・ 訪 門販 売(36・1110・8),通 信販 売(29 .7/9.1)で あ る(通 商産業省

産業政策局商政課編 『8・年代の樋 産業 ビジ ョン 嘘 かさの構築 流通産業』昭和62年)
。

本 調 査研究 の対 象 と な っ た 川崎 市中央卸売北部市場関連事業者(商 業協同組

合)一 一 そ の約8割 が 食料 品 系卸 で あ る一一 は,上 述 した よ うな 流 通 シス テ ム

の構造 的変革 の中でsと り残 され あ るい は衰 退 を余 儀 な くされ て来 た小規模零

細小売業者を主要 な顧客(買 出人)と す る こ とに よって事 業 を営 ん で来 た者 た



(322)流 通システムの構造的変革下にみる中央卸売市場関連事業者の問題状況と展望95

ちである。言 うまでもな く,顧客である小売業者の衰退は,時 間を追って彼ら自

身の衰退へ と循環してくることになる。以下の,同 組合によって提出された,

神奈川県中小企業団体中央会の活路開拓 ビジ ョソ調査事業の助成指定の申請概

要書にみられるとお りである。「組合員の大部分(80%超)は,食 料品系卸売業

者 ・日用雑貨卸売業者であ り,北 部市場に来場する買出人あるいは売買参加業

者を主要な顧客としている。 こうした顧客の多 くはごく零細な食料品店,小 売

酒販店,飲 食店等であるため,消 費構造の変化 ・流通構造の変化の中で,急 激

な経営悪化を招いてお り,組 合員経営に重大な影響を与えている。組合員経営

は正に追い詰められてお り,今 サバイバル戦略の策定は急務の課題となってい

る。」(同概要書,r組 合を取り巻く業界の状況」の項より)

本稿は,流 通システムの=構造的変革下にあって,そ の公的保護や市場内立地

等によりこれまで比較的温存 され て来た中央卸売市場の付属営業人(関 連事業

者)と その事業協同組合が,い よいよ変革の荒波の余波を受けつつあ る様を・

そしてその波をいかにすれば乗 り切 ることができるかを,ビ ジ ョソ調査事業研

究の実際を展開する中で提示しようとするものである。

皿 北部市場(計 画)の 全体像

このビジ ョン調査事業の対象である北部市場商業協同組合への論及に先だっ

て,同 組合が位置しi事 業を営む北部市場(計 画)の 一応の概要ない し全体像

を示してお く必要があろ う。もっとも,こ こでは形式的な概要のみを示す こと

にし,内 容については立ち入らない。

まず,北 部市場の開設までの経過であるが,概 ね次のとお りであった。

昭和43年5月

昭和44年7月

昭和45年7月

昭 和47年1月

昭和49年11月

昭和51年4月

川崎市第2次 総合計画のなかで流通セソター計画の一環として位置

づけられる

中央卸売市場整備計画策定

都市計画川崎流通業務団地,地 区の決定

第1次 中央卸売市場整備計画策定

川崎市新総合計画発表

都市計画川崎流通業務団地,地 区の変更において団地,地 区の廃止
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昭和51年4月

昭和51年4月

昭和51年6月

昭和51年7月

昭和51年7月

昭和51年10月

昭和52年3月

昭和52年8月

昭和53年2月

昭和54年1月

昭和55年12月

昭和57年3月

昭和57年6月

昭和57年7月

団地,地 区の廃止に伴い市場を単独事業として遂行するため川崎市

中央卸売市場北部市場として都市計画決定

第2次 中央卸売市場整備計画策定

川崎市中央卸売市場北部市場事業の認可を申請

神奈川県知事,市 場事業を認可

川崎市中央卸売市場開設運営協議会に北部市場の卸売業者の収容に

ついて諮問

開設運営協議会より卸売業者の収容について答申

新総合計画の具体的推進を図るため川崎市中期計画を発表

開設運営協議会に仲卸売業者及び付属営業人の収容について諮問

開設運営協議会より仲卸業者及び付属営業人について答申

基盤整備の関連工事を初めとして工事に着手

市場開設運営協議会より「収容業者の資格条件について」答申

主要施設工事竣工

開場式

業務開始

北部市場の開設 ・開場にあた り伊藤三郎川崎市長は次のとお り述ぺている。

「……ご承知の とお り生鮮食料品等の需要構造は,生 産面の大型化 ・専門化が

進み,一 方消費面での多様化,高 級化等がみられるなど大きく変化してお りま

す。また,卸 売市場も取引物品の総合化,取 引の効率化等に対応し得る大規模

市場が優位性を持つ傾向にあ ります。新しい北部市場はこのような変化に対応

するため,京 浜地域の内陸部拠点市場として施設並びに取引機構を整備し,川

崎市民はもとより供給圏100万 人の需要に大 きく寄与すべ く開設したものであ

ります……」(市場計画パソフレットより)

こうして市場が開設 ・開場されたわげであるが,そ の概要は以下のとお りで

ある(1～8に ついては川崎市経済局資料 「北部市場計画の概要」昭和54年1月 による)。

1名 称

川崎市中央卸売市場北部市場

2位 置

川崎市高津区菅生及び向ケ丘の各一部にまたがる地域,東 名高速道路川崎 イン ぷ

._._チェンジか ら西方へ約1 .5kmの 地点
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線

北部市場 ㈹ 梶ヶ縮 遡

至讐

ノ継 欝 横浜r＼
緑 区

3敷 地面積

14.5ha

一 訳騨織
4供 給 圏

川嚇 一 中駆 を 離 区 多駆

横浜市・一 港北12・ 緑嚇

O川 崎市西北部
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騰
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藤

＼

川崎市を横断する東横線以西の内陸部及び丘陵部で現在は中原,高 津の両市場

(青果のみ)の 供給圏で,人 口増加率の最も激しい地域である。

○ 横浜市港北区 ・緑区

川崎市の北部市場建設予定地に隣接する横浜市域内丘陵地域で川崎市西北部と

同様に人口増加の激しい地域である。

5取 扱品目

O野 菜及び果実並びにこれらの加工品

O生 鮮水産物及びその加工品

o花 き

O食 料品及び日用雑貨など関連商品
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6取 扱数量(60年 計画)

(319)

区 分 年間市場取扱量 一日当 り市場取扱量

青

果

物

野 剰 約176,800t 約595t

果 剰 〃87,700 〃295

十き
ロ 〃264,500 〃890

水 産 物1 〃72,300 〃243

花 き 」 〃51・000千 本 〃172千 本

関 連 商 品

7主 な施設

施 設 名 称1床 面 副 摘 要

卸 売 場11◎5・ ・㎡ 陳1偽 ・・Om2,水3,7・ 咄 花 き8・ ・㎡

仲 卸 売 場 ・ろ8・・1青 果8,5・ 咄 水9,・5咄 花 き25・ ㎡

賄 保 管 搬 所1翫4・ ・1青 果].,8・Omx,水 産1,4・Oma,花 き2・ ・㎡

関係業者事務所
そ の 他

11,600 青 果5・300m2,水 産4,900m2,花 き1,400m2

冷 蔵 庫1窃 …1囎 能力,.5,…t水 産用

関 連 商晶売場1・ 砺4・・174晒 ・区画鹸24-48㎡

鯉 鞘 所15,2・ ・ 」地下 聡 地上4階

定 温 倉 庫7・ ・1

倉 庫16・ ・1

汚 水 処 醐 一式1約69・t

コ ミ

魚腸骨集積所 600

郵 便 則 120

守 衛 所1 20

駐 車 場 59,000 地 上37,504m2,屋 上21,500mz,

約2・200台 収 容
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8北 部市場配置図

一 北 門 尻手黒川線
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南門 一梶ケ谷菅生線

9取 扱実 績(川 崎市経 済局へ の北部市 場届 出)

昭和62年 度(1月 ～12月)は 次 の とお りで あ った。

総取 扱高:1,025億 円

・水産部:654億 円

・青果部:203億 円

・花 き部:27億 円

・関連部=141億 円

皿 北商協組合の概要と基本的問題状況

川崎市中央卸売北部市場商業協同組合(以 下 「北商協」または 「組合」という)

は,中 央卸売市場法に定める付属営業人(関 連事業者)を 組合員 として・昭和57

年12月21日)`Yyi__.設立され,翌58年1月1日 より営業を開始 した。(法人成立は昭和

58年2月3日 である。)川崎市が付属営業人を募集す る際に,組 合への加入を条

件 としたため,北 部市場で営業する付属営業人はすべて北商協の組合員である。

ここで 「付属営業人」 とは,水 産,青 果,花 きなど中央卸売市場の主要取 り扱

い品目に対 して,そ の他の関連食料品等を扱 う卸売業者のことであ り,ま た,

市場内従業員への飲食,雑 貨,理 容等の小売サービス提供業者のことである。

市条例では,前 者が第1種 付属営業人,後 老が第2種 付属営業人として分けら

れた。市場の開設 と同時に付属営業人 とい う呼称は 「関連事業者」と改称され,
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今 日に至 ってい る。

設立以来5年 の間 に,組 合員 に若 干 名 の入 れ 替え があ ったが,昭 和63年1月

1日 現在91社 の組 合員 が84店 舗 に入居 し てい る。 つ ま り,同 一 店 舗 内 に2企 業

が 同居 してい る場 合 が あ る とい うことである。

業種 の内訳は,第1種 が,総 合 食品20社,佃 煮 ・漬 物11社,海 苔 ・茶5社 ,

妻 物2社,惣 菜 ・玉 子焼 ・豆 腐2社,卵4社,食 肉4社,菓 子3社 ,日 用 雑

貨 ・調理 道 具9社,包 装 資材5社,花 き資 材2社 か らな り,第2種 は 衣料 ・履

物2社 ・ 薬 ・化粧 品 ・たぽ こ3社,食 堂 喫 茶 ・レス トラン ・軽 食 堂14社
,理

容1社,自 動 販 売機2社,文 具1社,歯 科1社 か らな る。 また,業 態 別 内訳 で

は,卸 売 業79%,小 売 業20%,サ ー ビス業1%か らな る。

これ らか ら,北 商 協組 合 は,本 来 的 に異 種雑 多な 組合 員 の混 合体 としての性

格を備えてい る。その中での最大公約数は食料品系卸 であ り,こ の食料 品 系卸

が北 商協 組 合 の実 質的な"顔"と な ってい る。 本 調査 研 究並 び に ビジ ョンの作

成にあた り特別の断 りのない限 り,前 提 とな ってい るの は,こ の食料 品 系卸 で

あ る。

営 業 場所 は,水 産 棟 と青 果棟 の 中間 部 分 にあ たる関連棟にそのほとん どが位

置 してい る。店舗面積は,以 下 の8タ イ プで あ る が,食 料 品 系卸 はAタ イ プ

a・1階 約49m2・2階 約49m2,計 約98m2が ほ とん どであ り
,こ れ が 関連 棟

の1F・2F部 分 を 占め てい る。 通 常,1階 を店 舗 に,2階 を 倉庫 等 に使用 して

い る。 これ らから市場内では 「北商協」 と 「関連棟」 とは同義互換的に用い ら

れてい る。 もちろん,市 場 内 での居住 は 禁 じ られ て い る。

店舗面積の タイプと店舗(業 種)配 置 は 以下 の とお りであ る。

Aタ イ プ(関 連 商 品)a=1階 約49m2,2階 約49m

b;1〃25mz,2〃52m

c:1rr25m2,2rr25m

計 約98m2(関 連 棟)

〃77加3

〃50mE

Bタ イプ(花 き関連 商品):1階 約42m宮,2階 約42m2,計 約84m2(花 き棟)

Cタ イプ(食 堂):約48m2(関 連 棟3棟)

Dタ イプ(喫 茶):約30m2(〃)

Fタ イプ(レ ス トラソ):約60m2(管 理棟1F) 5
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二鱗 欝 齢;翻 産棟1F)l
Hタ イプ(自 動 販売機):約9m2,fimz(青 果 ・水 産棟各2箇 所

,花 き棟1箇

所)

また,組 合 へ の 出資 の金額 は1組 合 員 あた り1口100,000円 であ り
,賦 課金

の額 は 月額1組 合 員あ た り一 律10 ,000円 及 び店 舗 使用 面 積 割m2あ た り100円

を基 準 として18段 階 に 分 け られ,90組 合員 計 で 月額720 ,500円,年 間 合計 徴収

額 は,S,646,000円 であ る。 ま た,広 告宣 伝 事業 分担 金 が サ ー ビ ス
,花,自

販 を 除 く84社 か ら別 途徴収 され てい るが,そ の金額 は 月額1店 舗 あ た り..__.律

2,000円 で年 額2,010,000円 であ る。1組 合員 あ た り平 均負 担 額 は月額zo
,000

円・ 年 間240・000円 程 度 とな ってい る。(昭 和62年 度収支予算書よ り)

組 合事 業 は,定 款 に よる と次 の6項 目か らな る。

(1)組 合 員 のた め の共 同宣伝 及 び共 同売 り出 しに関す る事業

② 支払い代行に関す る事業

(3)組 合 員 に対す る事 業 資 金 の貸 付及 び組合員のためにす るその借入れ

㈱ 組合員の事業に関す る経営及び技術の改善向上 または組合事業に関す る

知識の普及を図るた めの教育及 び情報 の提供

(5)組 合員 の福 利 厚生 に関 す る事 業

⑥ 前 各号の事業に付帯す る事業

この5年 間 に な され た 事業 は,α)に 関 してはt北 部 市場 近郊 地 域小 売業 者 へ

のPRを 兼 ね ての パ ン フ レ ッ ト・チ ラシの配付,恒 例感 謝 祭(抽 選券の発行,チ

ケ ッ ト商品券の配付・1泊 温泉旅行招待等),関 連 棟 内の セ ソ ター通 りに 「朝 売 り」

コーナ0を 設 置 しての商 品 の宣伝 ,そ し て,メ ー カ...,..との 協 賛 に よ る6日 間

(30社 ×3)の 見本 市 の 開催 で あ り,(2)に 関 してはf組 合員 の 消費 す る ガ ソ リン,

軽油 の支 払 い代 行 で あ り,③ に関 し ては,組 合員 の運 転 資金 等 の 円滑化 を 図 る

ため昭和61年 度 に実施 され,㈲ に関 しては,組 合 内部 機関 誌r関 連 だ よ り』 の

発 行(昭 和60年10月31日 より3ケ 月毎)と 各種 講 習会 の 実 施 で あ り,(5)に 関 し て

は,慶 弔 制度 の実 施,組 合 員旅 行 等 々 であ る。
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さ らに,組 合 組織 は次 の とお りであ る。

なお,組 合活動の日常業務を担当している事務局は薄 擁 事を中心に池

に事務員2名(女 子)の 計3名 の専従者によって運営されている。

参考 までに,第6鞭 収支予贈/昭 和62鞭 収支予賭(自 昭和62年4月

1日,至 昭和63年3月31日)を 示すなら以下のとお りである。

(単位=千 円)

収 入 の 部 支 出 の 部

1事 業収 入(.:11)

1.受 取 代行 手数料300

2.使 用料等収 入s,500

豆 賦課金 等収 入(22,262)

1.平 等 割賦課金10,800

2.差 等割賦 課金8,646

3.広 告宣伝事 業分担 金2,016

4.活 路開 拓事業補 助金800

皿 事業外収 入(340)

1.雑 収 入220

2.賛 助会費120

1事 業費

1.広 告宣伝事業費

2.教 育情報事業費

3.福 利厚生事業費

4.広 報事業費

5.保 安事業費

∬ 一般 管理費

皿 青年会助成金

w予 備費

(11,X50)

8,250

1,000

1,000

300

600

(17,452)

(500>

(300)

十哨ゴ面 29,402 計 29,402
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以上が・北醐 の鞭 と設立時から舶 セ姪 る5ケ 年間のあらましで励
,

総 じて組合活動もほどほどに機能し,一 方,船 員を烙 々に自社の経営を強化

するべ く頑張ってきたとい うのが第 一印象である
。

ところが,開 設5年 を経過して,北 商協は商業環境の構造的変化に直面せざ

るをえなくなった・ とい うよりは,北 醐 カミ,よ うや く自らを環境の変化の中

で客観視する姿勢を身につけた とい うべきであろ う
。すなわち,市 場内の他の

部門である水産・花きが大幅な伸びを依然としてみせている中で潤 鰍 全体

としての売上高が停滞ないし漸減傾向にあることに気づき始めたとい うことで

ある。

金額ベースでみた売上高上昇率(対 前年)の 推移は
,組 合員全体で昭和59年

/58年 で+6%・60年/59年 で+4%,61年/60年 で+2% ,62年/61年 ではつ

いにマイナス0・4%と い う数値を示した
。組合員の うちで最も数が多 く,売 上

高の比重の高い 聡 合食品」では,59/58マ イナス1% ,60/59+1%,61/60

マイナス2.5%f62/61マ イナス0 。6%と 深刻な事態を迎えている。

これはt一 時的な現象などではない
。かかる事態にどう対処 し,自 らを鍛え,

打破してい くかが,北 商協とその組合員に課されることになったのである
。

N調 査 の実施 と分析

北商協組合は活路開拓委員会(専 門家委員:筆 者s委 員s北 商協理事.青 年会役

員G中 央会主任指導員の計13名より構成)を 組織し,活 路開拓 ビジ ョンの作成にと

りかかるぺ く3通 りの調査を実施した。もちろん,北 商協がいかなる形のもの

であるにせ よ,顧 客と組合員についてこのような(ア ソケー ト)調査をするのは

今回が初めてである。従って調査目的は,顧 客 と組合員の実態についての情報

を収集することの他に,組 合組織の強化と組合員の志気向上も目論まれた
。な

お,集 団面接法 と観察法による調査には直接筆者があたった
。

(1>ア ンケー ト用紙による留置法による調査

A=顧 客調査

B:組 合員調査
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(2)集 団面接法による調査

(3)観 察法による調査

以下はそれぞれの調査結果 とその分析である。 もっとも,調 査によって得ら

れたあるいは確認された事柄は,当 然のことではあるが,こ のあとのV北 商協

を取 り巻 く 「問題状況の整理と分析」並びにW「 活路開拓ビジョソ」の策定で

の展開の中に反映されているのであって,以 下に述べるのは際立った特徴や傾

向V'限 られる。

1.ア ンケ ー ト調 査

(A)顧 客(お 得意様)調 査

顧客(お 得意様)調 査 は,概 要8項 目,設 問13項 目にわ た って実 施 され た(資

料3「 お得意様アソケー ト集計衷」を参照)。 調査 対 象.が100・ 回答 数 が100・ うち

有効 回 答数 が 〔96〕 とい う極 め て 高い 回収 結果 が 得 られたのは,第 一 に調 査対

象 者 を活 路委 員 が有 為抽出した顧客,す なわ ち調 査に 協 力 して くれ る ことを期

待 できる馴染み客が中心であ った こと,第 二 に顧 客 の北 商協 に対 す る期 待が高

い こと,第 三 に顧 客 の側 も商 業環 境 の変 化 の中で問題意識 が高まって来てい る

ことな どに理 由を求め ることがで きよう。

まず,顧 客 の業 種 別 内訳 が食料 品小 売系が 〔58〕に対 して飲食 系 が 〔38〕 と

な って お り,今 回 の調査 が有 為 抽 出であ る こ とを考慮 した として も,飲 食 系 の

比重 が 高い こ とが注 目され る。

概要1の お 得意様(顧 客)の 住 所 が,川 崎市 〔43〕,横 浜市 〔24〕・ 東 京都

〔24〕,そ の他 〔5〕とな ってい る のは 興 味深 い。 市場の計画時の見込みでは,供

給 圏 を 川崎市 の一部 と横 浜 市 の一部に想定 していたが,実 際 は,よ り広 い地域

に お得 意様 が散 在 してい ることがわかる。

チ ェーンへの加盟度 では,全 業 種 につ い ては 「加 盟 し てい る」が 〔8〕に対 し

て 「加盟 してい ない」 が 〔72〕であ り,こ れ は顧 客 の ほ とん どが独 立小 売店で

あ ることを物語っている。 また,飲 食 系 につ い ては 「加 盟 してい る」〔1〕に対

して 「加 盟 していな い」〔26〕であ り,こ れ は,飲 食 系 の場 合は チ ェー ソに 加 盟
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したものは北商協をほとん ど利用しないであろ うことを知らせてくれる
。

設問2の 来場理由については,「 交通の便が よい」〔57〕s「店が多 く,品 揃え

が豊富」〔50〕,「値段が安い」〔22〕,「信用 ・サー ビスが よい」〔29〕と回答して

いるのが注目され る。北商協はかな り立地条件に助けられていることがわかる
。

また,顧 客の側が,関 連棟全体 としての店舗の集積に魅力を感 じていることが

わかる。値段,信 用,サ ー ビスについて評価されているのは好ましい。逆に,

「魅力ある店」〔8〕,「賑やかで活気がある」〔7〕
,「整然として近代的」〔8〕とい

った点についての極めて少ない(否 定的な)回 答は,北 商協関連棟が店舗や商

的雰囲気において問題を抱えていることを指摘 しているように思われる。

設問5の 有料共同配送サービスについては,「 希望する」〔23〕とい う数は見

逃せない。「希望しない」〔41〕は,有 料であるか ら希望しない場合がこの中に

かな り含まれていると考えると,共 同配送サービスへの希望がかな りあるもの

と判断される。

設問7の 仕入れ先割合については,「 北部市場での買い出し」〔68〕,「他市場

での買い出し」〔5〕,「電話注文 と卸売業者による配送」〔20〕の数字割合が注目

される。すなわち,北 部市場を利用する顧客が他市場に奪われることはまずな

いが,電 話一本での配送サー ビス機能を有した市場外卸業者によって奪われ る

可能性が大きいと判断される。

設問8の 北部市場関連商品に満足していますかの設問 におい て,「 満足して

いる」〔49〕に対して 「満足していない」〔43〕がほぼ同数の回答であるのは深

刻な事態 として受け止める必要がある。 そして,そ の内訳が品揃え 〔23〕,価

格 〔17〕とい うのは,卸 商の基本機能にかかわることであるからには,こ れま

たお得意様からの,し かも馴染みの深い顧客からの重要な指摘であるからには

謙虚に受け止める必要がある。もっとも,こ れは設問2の 来場理由での結果と

矛盾しているように見受けられるが,ア ソケー トも後半に入 り設問に慣れて来

たであろ うことが考慮され るので,こ ちらの方が本音であろう。

設問12の 現在の経営上の問題点については,人 材不足 〔32〕f売上不振 〔21〕,

競争激化 〔26〕,大型店の影響 〔29〕,経費増加 〔20〕t利益低下 〔21〕等 々にみ
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られるように,商 業環境の変化の中で,顧 客の経営事情がかな り深刻なことを

物語っている.ま た,大 型店の影響につし・て食料品小売系の 〔27〕に対して飲

食系 〔2〕とい う数字は,食 料品系が特に大型店(と くにスーパー)や コソビニ

の影響をもろに受けているであろ うことを物語っていると判断される。

設問14の 北部市場関連事業者への希望については,品 揃え 〔10〕,値段 〔6〕,

新鮮 〔5〕への不満が上位を占めているとい うのは,設 問8の 言わば繰 り返しで

あるが,卸 売の機能の根幹にかかわることへの不満の指摘である。駐車場の確

保(特 に市場関係者の場内駐車禁止違反)〔8〕 の指摘は・ お客様 第一志向が徹底

していないことを言い表していよう。

(B)組 合員調査

調査対象は組合員の うち卸売業だけに限定し,66社 とした(「資料」2,4を参照)。

有効回答数は65社 であ り,有 効回答率98.5%と い う完壁に近い数字になった。

これは,理 事会と活路委員会への組合員からの信任投票的意味もあると解され

る。 また,組 合員も流通システムの構造的変革下にあって問題意識が高まって

いることを表していると解され る。

まず,北 部市場内1店 舗のみの組合員数が〔23〕,すなわち3分 の1強 である

ことが注 目される。別言すれぽ,残 りの3分 の2弱 の組合員は北部市場外にも

店舗を有しているということである。次に,代 表者の平均年齢が57歳 であ り,

顧客(調 査)で の47.9歳 と約10歳 の開きがあることが注 目され る。

年商規模分布(北 部市場店)に ついてはs1億 円未満 〔12〕・1億 円台 〔25〕・

2億 円台 〔11〕と,2億 円台までがそのほとん どを占めてお り,組 合員の北部

市場関連棟での商いは概ね2億 円前後に位置しているといえる。年商規模分布

(全醐)で は,・ 億円未瀞 〔6〕,・0・憶円以上が 〔3〕と齢 員の間に100倍

以上の格差があるが,1～5億 円 〔21%〕,11～50億 円 〔16%〕 の層が厚い。

販売先害拾(北 部市糀)に ついてをま,来 場者 〔84%〕 に対して外商 〔16%〕

となってお り,外 商の比重が比較的高いことがわかる。これ と関連して・配送

サービスの実施についても実施しているのが 〔33〕,していないのが 〔2〕であ

りs配 送サービスが好むと好まざるとlyか かわらず,避 けられない情勢にある
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ことがわかる。

設問1の 現在の販売促進のための努力については滴 品繊 の充実をあげて

～'る醐 が 〔49〕撮 も多いにもかかわらず
,勉 顧糊 査での品撒 セこ対す

る不瀞 多いのは澗 馳 をはらんでいる
.鰍 瀕 者噸 面しているα ま4、

売商 としての顧客の方であるのだから
,多 分瀕 客の7旨拗 方が正しいのだろ

う・いずれにせよ・品撒 について
,卸 売(組 韻)と 小売(顧 客)と の間セこギ

ャップが生じつつあるのは確かである
。

設問4の 品xは 何に主眼をおいて決めているかについては
,,.s｠〔 鋤 こ

拠'で プライス 〔・・〕 となっているカミ
,プ ライス(鰍)に ついて瀕 糊 査

では顧客の側から不瀞 でていたのはどうしてだろ うか
.こ こにも,顧 客との

間のギャ ツプを指摘することができる。

設問7の 仕入れは主にどのようにしているかセこついては諸 鮪 の個性醐

が 〔55〕と断突であるが瀕 糊 査力・らは潤 連棟売場に魅力を感 じて
いなし、

者が多いことがわかっている.こ れもどうした ことだろ うか
。

設問9の 北部暢 に熔 様が糊 するr;;ｵii
,顧,;査 での北醐 への糊

理 由胴 一質醇 項であるが・囎 のほとんどについて同様のウエイ トづけが

出て来ているのは否定的憶 味で餅 深い.全 体としてみ場 合湘 韻 順

に積極的憶 味で瀬 客を呼び込むような努力をしていないことの証のよう
に

思われる。

設問10の 北部楊 の発展の可能性につし・ては・「さして発展瞠 めない」〔、4〕s
「衰退する」〔2〕とsら の縮 の場をあえてそのよう醐 定づけ る組韻 が

約4分 の1い るとい 嬉 実は灘 されねば ならない
.そ の内訳馳 を(独 立)

小売店の減少にあげるなど・襯 的である.こ れに対レ 「おおいに発展する」i
「少しは発展する」 と回答した組韻 の内訳理由が泣 地条件 〔7〕に求

められ

ているのは,他 力本願的でかつ楽観的すぎるよ うに思われる
。

設剛1の どのような共同事業を組創 醐 待するかでは
,第 一に 「販売促進企

画 の充実」〔38〕,第二に 「顧客の援助と指導」〔16〕があげられ るなど
,小 手先

の手段までにしか考えが及んでいな4・ように思われる
.こ れに対 し,統.ｺ..」:の
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高い共同事業 としての共同受注 ・共同販売 〔7〕,配送部門の共同化 〔13〕など

への意識が低い ことがわかる。

しかしながら,設 問12の その他の項 目で,北 部市場関連組合に対して希望す

ることについては,〔21〕 件 もの記入があ り,そ の うちの 〔13〕が組合事業の強

化を希望するなど,設 問11で の回答数 と矛盾しているように思われる。 これは

おそらく,組 合員の多 くが組合事業の範囲を従来の路線の延長線上で考}て お

り,経 営面での統合ないし共同化にまで考えが及んでいないことによるものと

思われる。

2.集 団 面接 法 に よ る調 査

これ は,内 容 的 には,活 路委 員会 を 数 回開催 した 中で 委員に よる発言等を見

聞きし,ま た 若干 名 の組 合員 を イソ タ ビ ューす ることに よってなされた。

総 じて委員(組 合員)は 熱心 で あ り好 感 が持 て るが,理 事長 ・ 副理 事長 ・専 務

理事 は 別 として,現 場 で第 一 線に 立 って い る委 員(組 合員)は ・ 自社 の経 営 を 自

社 レベル で強 化す ることに頭 もエ ネルギーも割かれてお り,例}ぽ 組合 として

の共 同事 業等 の こ とに議論が及ぶ と,机 上 の空 論 扱い をす る傾 向に あ った。あ

るいは,総 意(体)で は かな り理解 を示 しつ つ も,各 論や 具体 的 実施 の手順 に な

る と及び腰 になる傾 向があった。 も っ と も,議 論(会 議)を 重 ね る中で活 路 委

員 の皆 が流 通 システムの変革や 消費構造の変化の中にあ って,こ の ままでは い

け ない,な ん とか しな けれ ぽ,そ し て最 早,組 合員 の個 別 経営 の レベルを 超 え

た ところに事態が進展 しつつあ るとい うことも理解 しあえる ようになった。あ

とは,40代 ・30代 の世 代 の 中か ら強 力 な リー ダー シ ップを とれる委員(組 ・合員〉

が 出て くれ ば,見 通 しは 明 るい と思 わ れた 。

3.観 察法による調査

これは,関 連棟全体ないし各店舗を幾度か観察することによる調査である。

その結果として得られたのは,真Y'々 雑多な集合体 としての関連棟であった。

逆に言えぽs積 極的な意味での関連棟全体 としてのまとまりが感じられなかっ
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た。各々の店舗の下で,組 合員がただひたすら業務に励んでいる姿が印象に残

った。また,活 気のある店舗とない店舗,あ るいは店頭での販売促進に工夫を

凝 らしている店舗 とそ うではない店舗 との格差が印象に残った
。買出人(顧 客)

についてい うなら,正 に 日常的にわれわれが接する食料品店や飲食店の主人な

いしおかみさんといった人たちが多いように思われ
sま た一回当 りの購入量も

大した額にのぼっていないように見受けられた。

観察法調査によって得られた業種,品 目,設 備等については,次 の章の4.

「営業業種 ・取扱品 目の許可性 と商業設備の不備」 の中で述べてある
。

V問 題状況の整理と分析

北商協を取 り巻 く基本的問題状況は,前 述した とお りs関 連棟全体としての

集客力と売上高の停滞 ・漸減傾向にあるのだが,か かる事態に関連して,様 々

な角度から問題状況を指摘することができる。調査結果も鑑みながら,主 要な

ものを以下に順を追って提示し,分 析を加えることにしよう。

1.流 通システムの構造的変革と対応の誤 り

関連棟全体 としての集客力と売上高の停滞 ・漸減傾向の根底的原因 ・背景を

一 口で言 うなら
,流 通システムの構造的変革とそれへの対応の遅れないし誤 り

にあると思われる。すなわち,こ こで流通システムの構造的変革とは,チ ェー

ン組織のスーパーマーケ ツト(以下スーパー)や コンピニエソスス トア(コ ンビ

ニ)の 台頭と,そ の一方での生業的小売店の衰退,廃 業,業 態替えとい う事態の

到来のことである。関連棟に買い出しに来ていた独立小売店のかな りの部分が,

この5年 間に以前にもまして一般消費者をスー・パーや コンビニに奪われたと思

われる。通常,ス ーパー一や コン ビニは,そ の統括本部を有してお り,商 品は,

メーカー,商 社,市 場外大手卸から仕入れるわけで,そ こに北 商協組会員の入

り込む余地はないか らであ る。この傾向は,魚 や青果に比べて専門性の薄い

「総合食品」について特に言えることである。わが国の流通システムの構造的

変革は,と りわけ大都市と周辺部においては,こ の数年間で仕上げの段階に突
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入したように思われる。圧倒的多数を占めていた生業的小売店が衰退し,代 わ

ってスーパーや コソビニが,あ るいはその他の諸業態が主役の座を占めるよう

になったのである。

もっともs日hの 業務に携わる組合員は,か かる事態の中で,少 しずつ来客

数が減少し,売 上高が伸び悩んでいることを肌で感 『じるわけで,何 かしらの対

策を講じることになる。しかし,通 常それは受身的,個 別的,場 当り的対応に

ならざるをえない。すなわち,そ れは,関 連棟全体からみれぽ各店舗における

無秩序な取扱い商品(品 目)の 拡大であ り,そ の結果としての各店舗の没個性

化 ・平準化となって現出することになる。あるいは関連棟内での無用な価格競

争に陥ってしまう。場合によっては,小 売行為=生 きてい く為)yは 手段を選ぽ

ずeの 放任 となる。各店舗は,好 んで無秩序に取扱い商品(品 目)を 拡大しよ

うとするわけではなかろ う。顧客の求める物を揃aよ うとす る結果が,売 上を

少しでも伸ぽそ うとする結果が,そ のような事態を生じさせてしまうのである。

問題の本質が,個 別企業のレベルを超えたところのいかんともしがたい経営環

境の到来とい う点にあるからである。別言すれば,中 央卸売市場に店舗を構r

ていることを最大の拠 り所 として,客 がやって来るのを待って商売を営む方式

の旧態依然たる商売のや り方をしていたのでは,先 細 りす るしかないところに

まで来てしまってい るのである。競争の(間 接的な)相 手は・流通システムの

構造的変革なのであ り,そ の中で台頭して来た,大 きな資金力を背景として大

きな頭脳をもった"怪 物",す なわちチェーソ組織本部なのである。

2.経 営規模の零細性と方向喪失状態

組合員の多 くが市場内店舗年商規模で1億 から2億 円の部分に位置づけられ

る。そこで,仮 に2億 円の年商であるとした場合,次 のような計算式が成 り立

つであろ う。粗利が仮に5%だ とすると2億 円xO.05=1,000万 円であ り,月

割にして約80万 円である。かかる店舗の場合,パ ー トを含め平均して2～3人

の従業員が必要だとすると,従 業員への賃金を差し引き,そ の他諸経費を差し

引いたなら,縮 者の手取 り分は一介のサラ リー ソの月給にも満焼 い勘定
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になる・ひ ょっとすると粗利が5%以 上なのかも知れない
.だ とすると誇 度

は逆に・卸売 としては卸売単価が高い ことにな り瀾 謙 を利用す
る聡(4、

売商)は ・価轍 勒 鰯 いことセこなる
.あ るい噸 客蝉 価の安い他の市場

ないし市場外卸に奪われることになる
。

いず隷 せよ・このよう姓 紺 盤 の下では
,い くら縮 者の資質がすく。

れているとしても泊 ら願 に立 って労務提供型労働縦 軸 ねぽならず
滴業

聯 の変化樋 切蜆 撒 帳 鮒 ビジョンに立
った縮 や意思決定をして

いくことなど不可能である
。

品蹴 　 チャンダイジング灘 ひとつをと
ってみても博 門家を複獅 、

かえ・ 腋 研究に励 チー ン本部噸 脳に うち克
つ ことは祠 能である

.カ 、
かる状況の中では・ メーか や業者仲間からの龍 泊 ら

の目と足で得た龍 ,そ
して長年の商売上の勘獺 りにするしかなく

,鞭 システムの変革から糊

視す鳳 それらは鶏 的・個別的s当 り綱 応でしかない.も う少し言 う

なら駅 迦の手のひらの孫馳 でしかなし・
.あ るいは,方 艘 失状態に陥って

いると言わざるをえないのである
・組合員の一部には,暢 外に緻 の店舗を

有するなど当初から大規模蜘 商もいるし
,あ るいセまかかる零雛 を克服して

立派職 功への道艦 大しつつあ猪 もいるが
,そ 櫨 むしろ`,で あ り__..s

般化できない・いつまでその成功が続 くとも限らない
.事 態は調 別蝶 のレ

ベルを載 た儲 蹴 の到来 とい うところにまで進展し
て来ているのである。

3・ 組合員意識の欠如と組合事業の未発達

先に齢 の鞭 のところで述べたように,北 醐 飴 は凄 面上は,醗 的

に磁'設 立されたよう硯 受けら泌 カミ
,実 際は,付 麟 業人(関 齢 業者)

として北部市場で蝶 を櫨 する者全員に組合への加入が条件づけられたた
め

に加入した紛 で劾 ・この餅 から組創 謝 する参画意識はもともと瀦 で

ある・鶉 卸売と小売喰 料縣 卸と夢ド食料縣 卸
,そ して飲館 から理容

業までが付属営業人(関連事業者)と して十束0か らげで組織化を要求されたの

であ りs生 ま紘 がらにして異業種の激 体でもある
.さ らに,規 灘 おいて
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も,市 場内店舗のみで年商1億 円未満の者から,市 場外にも多数店舗を持ちか

つ年商100億 円以上の者まで,規 模格差もはなはだしい。さらにはまた,組 合

員はいわゆる 「中小企業」の社長であることから,お 山の大将的性格の者が多

く,生 来的に 「組合」組織に対する無理解があると思われる。

もっとも,組 合員の約80%が 卸売であ り,そ してその大半が食料品系卸 とい

うことで,こ の部分については一応のまとま りをみせている。すでに明らかな

ように,通 常,組 合活動事業等はこれ らを中心に推し進められてきたわけである。

しかしながら,こ れら食料品系卸 としての組合としても,ま だ設立からわず

かに5年 しか経過していないために,あ るいは事態の深刻さの真意が理解でき

ていないために真の意味での共同事業に踏み込むまでには至っていない。たと

えぽ,「 関連棟全体 としての集客力と売上高の漸減傾向」 とい う基本的問題状

況に対しては,共 同事業の強力な推進が解決策の一つ として求められることに

なろ うが,こ の意味においての相互理解ないし団結力はまだ不十分である。

4.営 業業種 ・取扱品 目の許可性と商業設備の不備

中央卸売市場とい う性格から,業 種 ・品目は許可制である。すなわち組合員

はそれらが予め決められたところへ応募して入居 ・営業を開始したわけである。

ところが,こ の5年 の間に消費構造や食品流通システムの変化が顕在化してき

たために,許 可業種 ・品 目並びに関連棟全体 としての業種の振 り分け等が,実

情にそぐわな くなって来た。

現在の許可業種 ・品 目のウエイ トづけ,バ ラソス,関 連棟内での業種の振 り

分けが どのような基準のもとに決められたのか明らかではないが,市 場の計画

が昭和40年 代に開始したことを考a合 わせれば,そ こに想定された食生活や流

通構造は,10年 以上前のそれである可能性があ り,従 って今日のそれらとは,

幾つかの点において相違したものであろう。例えば,鮮 魚,青 果を中心とした

和食型の伝統的 ・日本的食生活から導き出される佃煮 ・漬物の消費割合一一そ

れは関連棟内の業種店舗数に反映されていると思われる一 と今 日の西欧型食

生活の実際 との相違であ り(食 肉や乳製品については逆の意味から同じことが指摘で
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きる),あ るいは,冷 凍 ・冷蔵技術の進歩及び消費者の簡便化志向),rY4.・よる加工 ・

半加工食品の消費増大と市場内取扱実態 との相違である。

同様に・1F49m2の 売場面積は,今 日のような新製品 ラ ッシ ュと膨大な製

品アイテムの洪水の中にあ っては,「 総合食品」 とい うジャンルを扱 う卸とし

ては不十分な品揃}し かできなく,狭 阻である。

さらには,電 気の容量不足は,と りわけ大型冷蔵庫等を使用する営業に支障

をきたすしi空 調の不備は,換 気 ・通気を悪 くし,ま た従業員の労働条件を悪

化させ,買 い物空間としての快適性を損ってお り,照 明等の不足は,関 連棟全

体の雰囲気を暗 くしている。

5.そ の他の問題状況

北商協が抱えるその他の問題状況の第一はi統 合的配送システムの不在であ

る。"w:1年 代は物流の成熟時代 と形容してもよいほどに,物 流システムが

発達して来ている。これに対 し,北 商協はかかる状況に対応する手段を有して

いない。統合的配送 〔物流〕システムの不在は,市 場に来た くても事情で来ら

れない客を逃がしているであろ う。また,市 場の周辺に位置しながらも,配 送

サービスの行き届いた外回 り卸商や メーカーから商品を調達 している客がある

か も知れない。いずれにしても,物 流時代にあって,日 々相当の商品の取引を

なしているのに,北 商協独自の配送サービス機能を有していないのは,問 題で

あ る。

第二の問題は,交 通手段の偏在～陸の孤島化～である。車を使っての市場の

利用は便利であるとはいえ,足(電 車やパスでの最寄駅下車)を 使 っての市場へ

の到達は極めて不便である。小売商以外のf飲 食業sサ ー ビス業あるいは非営

利団体,新 業態店といったよ うな多様化した顧客(層)を 集客する足かせとな

っているにちがいない。 もっともこれは,単 に北商協関連棟の問題にとどまら

ずi市 場全体に関わることでもある。

第三の問題はr北 商協(関 連事業者)の 市場内での地位が低いないしあいまい

なことである。「関連事業者」 と呼び名が改められた にせ よ,元 の名称は 「付
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属営業人」であることから,中 央卸売市場にあっては,魚,青 果,花 きの付属

的評価ないし地位しか与}ら れない場合が多 くi不 利益があるものと思われる。

1`1活 路開拓 ビジ ョンー 政策的提言一

前章において,北 商協組合の抱える問題状況を特定化し,分 析を加えたわけ

であるが,こ れらは例えば次のような対策 措置を講ず ることに よって活路を

見出す ことがで きよ う(資 料lr北 商協活路開拓ビジゴ〆の基本枠組と骨子」を参

照)。

組合の果たすぺ き機能に基づき,1.共 同事業の推進,2.組 合員経営への

支援,3.川 崎市当局との交渉,4.組 合組織強化 と内部調整,5.そ の他,

に分けて順を追って提示することにしよう。

1,共 同事 業 の推 進

(1)本 部機 能(中 央集中情報管理システム)の 開発

流 通 シス テ ムの構造 的変 革 とい う時代にあって,北 商協 が採 るべ き道 は,一

口に言 うな ら,共 同受 注,共 同販 売,共 同配送 を なす た め の本部(中 央集中情

報管理システム)機 能 の開 発 で あ り,ま た,関 連 棟 〔北商 協〕 ア イデ ソ テ ィテ ィ

の確立 であ る。す なわち,北 商 協 〔関連 棟 〕 の集 客 力 と売 上高の停滞 ・漸減傾

向は,最 終 消 費者 を主 に チ ェー ソ組織 のスーパーや コソ ビニに奪われ たことに

原因してい るのであ るか ら,逆 に北商 協 の側が チ ェー ソ組 織 のス0や コソ

ビニの本部 に匹 敵 す る頭 脳を開発 し,共 有す るこ とで あ る。 北 商協 の取 引相手

(顧客)をs従 来 か らの生業 的 小売 店に 加 え て,契 約 切 れ の コソ ビニ,独 立 スー

パ ー,そ し て高度専 門店 へ と拡大 ない し新規に開拓 し,ま た,比 重 を後者 の側

に 移行 してい か なければな らない。そ して,将 来 的1irrte.はスー一パーや コソ ピニの

本 部 との取 り引きも可能 にな るよ うな体制を整えてい くことであ る。

そのためには,第 一 に,顧 客 の側 の要求 に 即応 で きる品揃え とマーチ ャソタ

イジソ グ機能を備 えたマーチ ャソダイザr(機 能)が 共有 さ れ な けれ ぽ な らな

い。 第 二 に,統 括 責任 機 関 として のス ー パーバ イザー機能を共有す る ことで あ
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り涕 ヨ こ・そ紡 に伴って情縣 囎 理システムを醗 ・設置することであ

る・ こ紡 が実現でき煉 らぽ顧 客の業態
,規 模,立 地条件に適し煽 撒

や馬 チャンダイジング龍 ・そして鰭 龍 等の提供嗣 能になろ う
。

顧客(小 売商)の 側からす鳳 ゴヒ醐 関連棟本部がかかるシステムを備え

たならばsそ してそれが統合的配送システムと翻 するとするならば
,臨_

本で鵬 の品撒 が腱 に可能とな り,ま た雛 相談も可能になるわけでaし
かも鵬 のチー ン本部と違って

・本部力・らの ・イヤ リティがゼ・となれば
,

北醐 を利肌 ない報 ない・黙っていて纈 客からの注文が押し寄せること

になる・そしてこ暢 合諏 引は糊 り嬉 情がない限 り継続するわけだから
,

顧客は固定化することになる・一方・ これら取引に関するすべての rw`rを ・(r

機器が記憶して くれるのである。

関連椥 北醐)は ・各齢 柵 系卸売店舗喋 合体から本部機能 鮪 す る

餅 斗縣 踊 噺 合(F7)体 へと自らを変革二し
,か か臆 味でのアイデンテ

ィティを確立しなければならないのである
。

② 関連棟の商流 ゾーン化 と買出人アメニティの演出

北醐 が・上に述べたよう嫡 度躰 部機能をいつの日か餓 るようになる

としても・依然 として・従来 どお りの不特定緻 の個男U的買出人は
,関 連棟が

北部市場に立地している陶 大切顯 客層であ り
,簾 的牒 客していかなけ

れぽならない・難 対魁 し磯 つか考えられ ようが
,そ の一つとして聾 と

思われるのは潤 灘 全体 としての献 ゾーン化 と買出人ア鵡 テ
ィの灘 で

ある。

現在は,84店 舗が南,中 央,北 の三つの通 りをはさんでその両側に並んでい

るとい うにすぎない。またs各 店舗 ・業種の配置は市が何らかの基準のもとに

予め設定したものであるが・改めて 「敵 ゾーン」の考筋 を採用するならぽ
s。

舘 舗 業働 理想的L置 があってしカaるぺきである.理 想的な醗 とは,

組韻 の側の都合や論理からではな くて,買 出人(顧 客)の 側の論理か ら出て

くるはずのものである。理想的な関連棟商流 ゾーン化にそった店舗 ・業種の配

置替えがなされなけれぽならない。
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次に,買 出人アメニティの演出である.こ れは敵 ゾーン化 とセ ットで考え

ちれなければならない.現 在の関蘇 貯ま,各hに 工夫を凝らした極 の雑'

店舗が同一の建物内にまるで長屋のように雑然 と同居しているにすぎな くi全

体としてみるならば,買 い物空間的快離(ア メニティ)購 無である・通路に

は商品が大幅にはみだし,あ るいは一部に不明な露店が出店し一一(こ こからの

上がり醐 合の運営資金セひ 役買ってし・るとのことだが)一 ダソボール箱・自

韓.バ イク等轍 置されているなど,と ても買い物を楽しむ糊 気などない・

～・ろいうな意味で利用可能な通路空間の一部を,組 合の運営資金 の一 部にな

るからと,あ るいはその場しのぎの都合から必要悪として認める雰囲気が組合

(幹部)に あるとす るならぽ,極 め...念 なことである・ とい うのは・ このよう

な些細な事柄が,組 合員や買出人 をして北商協(関 連棟)の 姿勢や質を判断さ

せる要因ともな りかねないからである。 とりわけ露店への賃貸は即刻廃止し,

通路空間の有効利用を考え,本 来のあるぺき姿にもどすべ きである。

確かに,ア メニテ ィとい う考えかたをま,も ともと街での搬(最 終)消 費者

の買い物空間についてい うのであって,卸 売市場の概念にはなじまない性格の

ものである.し かレ かかる考え方は,関 蘇 セこおいて将来的には庫 要嫌

額 因になるものと思われる.そ れは,今 後・買咄 しに くる欝 層には・あ

まり専門的知識を有していない,よ り零細な小売店や飲食店等の比重がさらに

高 くなるであろうと予想されるからであ り・また一方瀬 客が多様化する一

少な くともそれは市場開設にあたって市当局が意図したものとは大幅に異なる,

例えば一般の消費者 と重複するような新しい顧客層がもっと現れて くるかも知

れ ない一 であろうからである。関連棟は 「倉庫的売場の寄せ集め」から 「快

適な買い物空間 としての卸売店舗街」へと変身しなければならないのである。

(3)実 験店舗(ア ソテナ ・ショップ)の 共有化

消費者市場において刻々と変動 ・変化する生の情報を,北 商協 とその組合員

、は把握しているわけではない.1肖 費者市場についての情報は・ メーカー瀬 客

(小売商)あ るいは同業者からのそれ と自らが見聞した情報に頼ってきたわけで

あ る.し かしiそ うして得られた㈱ こはタ仏 ラグがあ り・まが イア幼 ミ
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か っていることが多い◎最も必要な情報は,い ま小売店においてどんな商品が

どのように売れ てい るか,す なわち消費者の買い物実態(消 費動向)に ついて

の正確な把握をなすことである。 この意味から
,消 費者市場を対象とする北商

協独自の実験店舗(ア ソテナ ・ショップ)を 共有することが肝要である
。そして

そこからの情報が終 日即刻得られるようにしてお くことである
。資金的制約が

あるのであれぽ契約店として共有すれば よい。 また
,こ の実験店舗(複 数であ

る方が望ましい)は 新業態の開発 ・実験台として,あ るいは新入社員(店 員)の

教育 ・実習現場として活用するなど様々な利用形態が考えられよう
。

(4)関 連棟CIの 確立

北部市場とい う恵まれた環境に位置し,関 連棟とい う近代的な同一建物内に

店舗を構え,し かも食料品系卸を中心とする北商協 とい う同一の組合に属 して

企業を営んでいるからには,そ こに統合的ないし統一的なイメージがあってし

かるぺきである。 もちろん,そ こにい うイメージとは
,暗 いものであった り,

不快であった り,あ るいはあいまいであった りなど,消 極的な気持ちにさせる

ものであってはならない。人々がその名称,言 葉,記 号を口にし,見 るとき,

明るくて心地 よい何かしらのはっき りとしたイメージを積極的に思い浮かべる

ようでなければならない。すなわち,か かる意味での北商協関連棟のCI(コ ー

ポレイト・アィデソティティ)を 確立することである。

例えぽそれは,『 北商協 〔関連棟〕はロイヤリティゼRの チ呂一ン本部だ～安

く,な んで も揃い,経 営のヒン トが一杯の市場～』 といった標語的 コピーの下

に,何 かしらのシンボルマークー一それは食料品系卸を中心とする北商協関連

棟を反射的に思い起こさせるようなもの一 を定めることである。あとは,羊

頭狗肉にならぬ よう北商協関連棟の内容をCIイ メ__..ジに一致させるぺ く,充

実させてい くことである。そして,広 告,パ ブリシティ,人 的販売等を通じて,

顧客や周辺地域に北商協関連棟のCIを 知らしめることである。

⑤ 共同倉庫 ・共同配送システムの開発

今日のような物流時代にあって,共 同倉庫並びに共同配送システムを備えて

いないとい うのはfむ しろ不自然でさえある。すでに,関 連棟が抱える業種 ・
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品目の分野においては,メ ーカーや市場外卸は何らかの形で統合的配送サー ビ

スを展開し始めているわけであ り,一 刻も早 く北商協独自のシステムを開発し

なけれぽならない。

もっと竜,物 流は商流とセットになっているわけであるから,商 流の部分に

ついての統合化ないし共同化が計られなければ実現できるものではない。 この

意味から,北 醐 の統舗 物流システム(姻 倉庫 ・期 配送システム)は ・ 北

醐 関連棟の本部機能の開発と表裏の関係の下に実現されなけれぽならない・

本部機能の開発までに至らない,グ ループ化ないし共同出資会社の場合にお

いても,共 同倉庫 ・共同配送システムは必須 となってこよう。

2.組 合員経営の強化と経営支援

① 異業種 ・同業種間のグループ化(ミ ニ本部機能の開発)

流通システムの構造的変 丁,rよる商業環境の変化が個別企業のレベルを超え

た経営環境を到来させた とするならぽ,最 早,個 別企業は グループ化によって

規模を大きくし,体 質を強化してい くしかないであろ う。 グループ化に よって,

経営規模の零細性r無 益な内部的競合,無 秩序な取扱品目の拡大,各 店舗の没

個性化 と平準化が克服され,ひ いては各店舗の売上の増大も見込まれるであろ

う。

グループ化には異業種間グループ化,同 業種間グループ化,そ してこれらを

混合させたグループ化が考えられ よう.異 業種間グループ化の利点は・業種の

範囲にもよるがyス ーパーや コソビニへの幅広い品揃えに対する商品提供が グ

ループ単位で可能になることにより,顧 客の範囲をそれらにまで拡大させるこ

とができる。同業種間のグループ化は,一 専門業種について製品ライソの奥行

き(製 品アイテム数)を 増す ことができ,高 度専門店,百 貨店,ス ーパーやコソ

ピニの本部との取引を可能にさせるであろう。

いずれ),riしても,グ ループ化することによって,複 数の経営者が一同に会す

るのであるから,経 営者はそれまでの労務提供型労働から頭脳労働へと,ま た.

店頭からグループ本部業務へと解放されることにな り,余 剰人員(頭 脳)と エ
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ネルギーをマーチャンダイジング研究囚 ・売店指導瀬 客髄 等々に割 くこと

ができる・か くして本部機能を餓 た頭脳集団ができあがるのである
.こ れは,

北醐 〔関連棟〕全体 としての本部機鰍 こ対 して ミニ本部化(機 能)と して位

置づけられ よう。

② 顧客管理 と流動客の固定化,そ して卸売主宰ボランタリー ・チ
ェーンの

組織化

グループ化 と並行して取 り組まれるぺ き課題として
,顧 客管理と流動客の固

定化,そ して卸売主宰ボラソタ リ.._.・チェーンの組織化がある
。

中央卸売市場の建前は,公 正な取引を広 く不特定多数の買出人に公開するこ

とであるが,時 間の経過 とともに,買 出人が固定化 し
,言 葉 どお りに顧客化し

て くるものである・だとすれば瀬 客につい ての情報を集積(フ
ァイル)し,

将来にわたって恒常的な取引を蘇 してし・かねぽならない
.顧 客の業種,業 態,

立地s規 模(年 商・資本・従業員数)s経 営状態,あ るいは性格,家 族,趣 味等々

にいたるまで,で きるだけ詳細かつ正確な情報を様々な方法を通じて入手し
,

ファイルすることである。 これこそ,顧 客管理 と流動客の固定化への第一歩で

ある。

一方において
sま た,顧 客管理 と流動客の固定化への努力によって得られた

成果をもとにして,卸 売主宰による小売業者(顧 客)ボ ラン タ リー ・チ ェーソ

の組織化をなすこともできよう。ボランタ リー ・チェーンの組織化は,販 売網

を拡大することよりは,む しろ恒常的かつ安定的な取引を確保してい くことに

第一の狙いがある。能力のある組合員は単独でボランタリー ・チェーンの組織

化が可能であろ うが・グループ化 と後に述ぺるPB商 品の開発 とが連動すると

するならぽ,よ り強力なチェーンが組織化できるであろ う
。

(3)PB商 品の開発

PB(プ ライベー ト・ブラソド)商 品は,製 造企業の所有する名を冠したナシ 劔

ナル ・ブラン ドないしは メーカーズ ・ブラン ドが支配的であるような
s例 えば

総餓 品業界においては・その必要 もないし,ま た開発灘 い ・.これに対し,

小規模 ・零細な生産者 〔製造業者〕によって製造され,最 終消費者市場におい
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てその生産者の名称す ら知 られていないs例}ぽ 佃 煮,漬 物,海 苔,茶,妻 物,

惣菜 等 々 とい った業 界 に あ っては,取 扱業 者 で あ る卸 売業 者 の 名を ブラン ドに

冠す ること,す なわ ち プ ライベー ト ・ブラソ ドを所有す ることが可能であ る。

卸売業者が 自社 ブラン ドの取扱い商品を持つ とい うことは,流 通 チ ャネルに

おけ る リー ダー ・シ ヅプを掌握す ること]/YY1._.なる。 また,利 益 率 は,理 論的 に は

生産 者 〔製造 業 者〕 の マージソに卸売卿 皆でのマージソを プラスした ものにな

るわけだか ら極めて高い。そして何 よ りも,商 品 が ヒ ッ トした な ら全 国か ら注

文 が殺到す ることにな り,膨 大 な利益 を もた らす ことにな る。

この よ うな意味か ら,PB商 品 を所有 す る こ とは 卸売商 に とって の 「到達可

能な夢」であ り,ま たPB商 品は"金 の卵"で もあ る。 グルー プ化 や ボ ラ ソ タ

リー ・チ ェーンの組織化 と共に,活 路 を見い 出す 方 法 の一 つ として当然取 り組

まれ るべ きことの一つで あ る。PB商 品の 開発 は,グ ル ー プ化 や ボ ラ ソ タ リ

ー.チ ェー ソの組織 化 が成 った後 で あれぽ,も ち ろんず っ と容 易にな るで あ ろ

う。

(4)勉 強 会 ・研究 会 の開 催

組合 員 の経営 を強化す るためには,様 々な活 路策 が計 画 ・実 行 されねぽな ら

ないのであ るが,計 画 し,実 行 す るのは組 合 員で あ る。共(協)同 化,グ ル ー

プ化,本 部 機 能,ミ ニ本部 機能,情 報 管理,配 送 シス テ ム,顧 客 管理,ボ ラソ

タ リ_・ チ ェー ソ,PB商 品,消 費 者動 向,経 営環 境,etc・ と活 路開 拓 に付随

して,学 び理解 してい か なけれ ば な らない ことが多hあ る。 書を 読 みi見 学 し,

討 議 し,調 査 しs講 師や専 門家 を招 きな どす る こ とに よって経営者 としての組

合員の資質を高め,知 識武 装 し ていか ね ぽな らない。すなわち・勉強会'研 究

会等 を 開催 してい くこ とが肝要 であ る。

3.川 崎市当局との交渉

(1)業 種振 り分けの再検討の要請 ・陳情

まず,市 場開設時において,川 崎市がどのような基準の下に関連棟の業種振

り分けをした のかを質す ことである。仮に,市 場計画当時の都市(川 崎市)周
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辺住民の食生活 哨 費離 を基準に雑 励 分けをした とい うのであれぽ
s今

日の食生活 ・消費構造が当時とは大幅に相違して来ていることを指摘し
,業 種

振 り分けの再検討を促すべ きである。

組合(関 連棟)内 においては,一 方で商流 ゾ.___ン化を考えつつ
,例 えば現在の

総合飾20社 ・佃煮 ・漬物11社,瀦 ・茶5社 凄 物2社
,惣 菜 ・玉子焼.豆

腐2社 ・卵4社 ・食肉4社 ・菓子3社 とい う食品系卸の業種振 り分けの数や
,

店舗場所に対する代替案を用意しておかねばならない
。代替案には,既 存業種

店徽 の増減に加え・縦 に頓 となるよう蝶 種が盛 り込まれねぽならない
。

例x.ば,総 合食品20社 とい うのはもうすこし専門性を持たせた方がよいかも知

れないし,佃 煮 ・漬物11社 は今や多すぎるように思われるし
,食 肉4社 は少な

いか も知れないし,卵4社 は多いかも知れないし
,菓 子3社 はその内容が今や

あいまいであるか も知れない……とい う具合にして,こ の際検討を加えること

が必要である。

業種振 り分けの再検討の必要性について,総 体としては組合員の同意が得ら

れ ようが,各 論になると極めて困難が生じよう。時間をかけ
,話 し合いを繰 り

返して活路を見出してい く以外になかろう。

② 許可品目 ・許可業種の拡大要求

許可品目についても,業 種振 り分けの検討とセ ットで再考すべ きである
。許

可品 目と店舗での実際の取扱い品 目との間にあま りにもズレが生じて来ている

のであれば・この際sそ れらすぺてを洗い直して
,組 合(関 連棟)と してのある

べき論(代 替案)を 作成し,市 当局に訴}
,陳 情すぺ きである。

とはいえ,注 意しなけれぽならないのは,店 舗での実際の取扱い品目をすべ

てそのまま故有 りとしてみなしてしま うのは,事 の本質を見間違える危険性が

あるとい うことである。なぜ取扱い品 目と許可品 目との間にズレが生じて来た

のかその原因 ・背景を様々な角度や観点から考察した上で取 り組まれねばなら

ない◎

許可業種の拡大についてはs例 えば,乳 製品,チ ル ド食品,冷 凍食品等の消

費が近年拡大して来ていることを考え合わせれば,外 部の圧力団体等の横ヤ リ
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がない限 り,か な り納得のい くこととして市当局に受け入れられるであろ う。

組合は,拡 大要求にあたって,組 合員の中に受け皿を予め用意しておかなけれ

ぽならないのは勿論のことである。またs食 料品の輸入自由化政策の進行 と一

般消費者の高級品 グルメ志向とが重な り合っていることを考えるとき,例yぽ

高級輸入食品の総合ないし一部の品目について拡大の対象 となるようなものが

見出せるやも知れない。 これは,総 合食品の業種振 り分けとその中での専門振

り分けの問題とも絡んで くることである。

(3)関 連棟施設 ・設備の改善要求

関連棟は開設5年 になるが,施 設 ・設備等において改善すべ き点が幾つか見

い出される。そのほとんどが水産 ・青果棟を標準に設計されていることによる。

先ず第一は,電 気容量の不足である。冷蔵庫等を使用する一部業種に限られ

るとはいえ,電 気の容量不足は営業をなす上で基本的欠陥である。隣接店舗か

ら電気を供給してもらいその場をしのいでいるのが現状である。第二は,空 調

が建物全体として設置されていないとい うことである。水産棟のような特殊な

品目を扱 うところならいざ知らず,関 連棟に空調設備がないのは今や時代錯誤

的でさえある。空調によって,湿 気が取 り除かれ,温 度が一定に保たれ ること

は取扱い品目にとってプラスになれマイナスになることはない。従業員の冬場

と夏場における労働能率や健康管理の観点からも必要である。 もちろん,買 出

人に対してもサービス提供の一環 となる。第三は,照 明の絶対的不足である。

これは関連棟の雰囲気を暗 くしている主要因である。縦,横 の通路すぺてにお

いて照明器具を増設するな りして関連棟全体を明るくすべ きである。 これは,

買出人アメニテ ィの演出の観点からも是非 とも必要な ことである。第四は,店

舗スペースの拡大である。今日のような新製品 ラッシュと膨大な製品アイテム

の洪水の中にあっては,品 揃えを完壁になそ うとすれば,売 場面積のスペース

が狭),rな るのは避けられない ことである。もっともこれは,先 に述べた業種

振 り分けの見直し等を適切に調整すること1,rt-一よってある程度は解決されること

でもある。第五は,共 同配送セソター及び共同倉庫の設置ないしは設置場所の

提供である。北商協に本部ができたとするならぽsあ るいは組合員の中にグル
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一 プ化が成 ったとするならば
s当 然のこととして派生してくるのが共同倉庫な

いし配送セ=ンターの必要性である。物流の成熟時代に入 りつつあると認められ

る今 日,中 央卸売市場関連棟が独 自の倉庫な り配送センターを要求するのは,

全 く理にかなった ことである。

以上の諸事項について,現 状の不備を詳しく知 ってもらうべ く積極的に市当

局に働きかけ,要 求してい くべきである。

4.組 合組織の強化と内部調整

α)組 合機能の見直しと各種共同事業の計画 ・推進

以上に述べて来たように,組 合の果たすぺき機能には第一に組合組織の強化

と内部調整機能があ りi第 二に共同事業の計画 ・推進機能があ り,第 三に組合

員経営への支援機能があ り,そ して第四に川崎市当局との交渉機能がある。 こ

れ らについては,す でにその具体的内容を展開して来たとお りである。つま り,

これまでにここで展開して来た事柄を確認し,共 通の理解の下に共通の問題 ・

課題 として計画 ・実行してい くことこそが組合組織の強化につながるのである。

② 組合組織の再編ないし組合内組織化の推進と衰退店の買収制度化

組合を生物体のような組織体としてみなす ことは,そ れがゴーイング ・コン

サーン(継 続的活動体)と して生き残ってい くことを前提 としてお り,か かる理

解に立つならぽ組合組織 といえども再編,組 合内組織化,あ るいは衰退組合員

く店)の 買収制度化等があってしか るべ きである。それはち ょうど生物体を生

き長らえさせるために医学の技術によって治療した り,そ の体質を変えた り,

強化した り,あ るいは悪い所があれば手術して切 り取った りするのと同じ論理

である。

北商協組合には,設 立の経緯から卸売と小売が,食 料品系と非食料品系が,

あるいは飲食店から理容業までが,さ らには年商1億 未満の生業的卸から100

億 以上の大手卸までが 「関連事業者」 とい う名の下にいっし ょくたに組み入れ

られている。北商協は生まれながらにして規模格差のある異業種の混成体であ

る。組織効率を高め統一性を発揮させるため),r`一は,せ めて卸売 と小売とに組合
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(内支部)が 別れて再編されるべ きであろう。あるいは食料品系との区分けの下

での組合内組織化も考えられ よう。さらには,大 手企業組合員の リーダーシッ

プの下に弱小企業組合員が集合す るといった組織化も考えられ よう。

あるいは,組 合組織はそのままにして,目 的や志を同じくする組合員同志が

共同出資会社を設立することなど,全 く新しい純粋で統合的な別組織を生み出

すとい う方法も考aら れ よう。

一方
,組 合員の中に何かしらの事情で衰退を余儀な くされ,支 援の限界を超

aて いる企業があるとす るならば,そ れらは強力な組合員の傘下に組み入れる

か,さ もなくぽ組合が買収してそこに新たな企業を誘致するといった方法が採

られるべ きである。この際,組 合員(企 業)の 交代は必ずしも同業種に よって

なされる必要はな く,北 商協 〔関連棟〕全体 としての業種や規模上でのバラソ

スが考慮されて決定されるべきである。

(3)人 的側面での連帯感と親睦の醸成

業種,規 模,経 営理念i事 業機会等々の経営上の差異を越えてf一 方で人的

な意味での連帯感や親睦が醸成されるようでなければならない。逆に言えぽ,

そ うであってこそ,経 営や共同事業上でのコソフリク トが解消された りもする

のである。構成員の間に人間としての信頼関係な くして共同事業や組織強化な

どできるものではないのである。 このような意味),rYti-一いて,福 利厚生活動,サ

ークル活動,会 合,組 合旅行等々を積極的に行ない,構 成 員間の人的親睦を深

めるべきである。

(4)健 康管理と労働条件の改善

組合は組合員の健康管理 と労働条件の改善に常),Y注意を払っておかなければ

ならない。何事をするにも身体が資本であるからである。定期健康診断の実施

や労働条件調査等がなされねぽな らない。また,組 合員(従 業員)の 職場であ

る関連棟の諸設備を健康管理や労働条件の改善の観点から改善していかなけれ

ぽならない。



126商 経 論 叢 第24巻 第4号 (291)

5,そ の他の活動

第一は,北 商協関連棟の立地が車を使っての便はよいが,電 車,バ ス等を使

っての到達には極めて不便であるとい うことへの対策である。市場内の水産,

青果,花 き等の組合ないし代表機関 と連携して,た とx ..ぽ最寄 り駅からの定期

巡回バスの路線の開設 ・運行を市当局に働きかけることが必要であろ う。

第二は,市 当局ないし北部市場内にあっては残念ながら,北 商協は 「関連事

業者」ないし「関連棟」 としての立場 しか与えられていな く,市 当局をはじめ,

市場内他団体から付け足 し的な扱いを受ける傾向があるのに対し,北 商協関連

事業者の社会的 ・地域的重要性を市当局や市場内他団体に訴え,そ のアイデソ

テ ィティを確立してい くことである。

第三は,市 場は公的性格の下に川崎市当局からの,つ まり地域住民からの援

助によって成立している部分が多 くあるわけで,こ の意味からも,地 域社会へ

の積極的な関わ りと地域振興への貢献をなさねばならない。

〔補足〕 ビジ ョン実現化にあたっての若干のメモ

前章に提示した ビジ ョン(活 路枠)の すべてについて,そ の実現化 への手順

と留意点をここで述べることはできないし,そ の必要もなかろ う。恐らく問題

となって くるのは,共 同事業に関しての1.「 本部機能(中 央集中情報管理システ

ム)の 開発」についてであろ う。 この問題を中心に 「ビジ ョン実現化にあたっ

ての若干のメモ」 とい う形で以下に述べ,こ の作業を終えることにしよう。

北商協のこれまでの経緯からすると,提 示したような意味での本部機能の開

発は無理かも知れない。いま現在,北 商協にはそれに相当するようなものが皆

無だからである。例えば総合食品卸一つをとってみてもi組 合のレベルでf各

店舗ごとの取扱品目すら把握できていない。そ う言った途端に,組 合のレベル

で何故そんな個人企業の秘密を知らねばならないのか,と んでもない,と いっ

た声が聞 こえてきそ うである。障害はそればか りではない。組合員の皆がいっ

ぱしの社長である。規模格差もはなはだしい。経営理念も様々である。実を言

えば市場内で激しく競合している場合 もある,等 々の文脈的事情を考慮すると
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き,実 現は全 く不可能なように思われる。

しかし,事 態は冷静にかつ時の流れの中で見据えられねぽならない。そ うす

れぽ,事 態が外から変わって来ているのがわかろう。商業環境は流通システム

の構造的変革1,rL.よってすっか り変わ りつつあるのだ。状況は個別企業の経営努

力の範囲を超えたところにまで来ているのである。選択は二つに一つしかない。

すなわち,成 長するか衰退す るかである。経営老であるなら,商 人であるなら

衰退を選ぶ都 なかろ う.そ のよう賭 雌 めるカミよい・い誠 長への道を選

択するのであれば,小 手先の技法に頼ってもか こはな り翫 い・そ うい 塒 代

はもう終わったのである。 自らを構造的変革に合わせて変えてい く以外に方法

はない。個々の長所や力を結集して,大 き くて強力な組織体に生まれ変わるこ

とである。事態の重要性を正確にかつ深刻に受け とめる中央卸売市場関連事業

者であるならぽ,そ れはつまるところ本綴 能の開発以外にないことがわかる

はずである。

　　　コ

く1)輔 は,神 奈川県中小企業団体中央会の活蹴 拓ピジョ潮 欝 業の指定及び禰

綬 けて実施され燗 鶴 業のA書r蔽 者 ・商業環境の変化闘 応した中央卸売

市場内関齢 業者のあ 肪 と組Q業 の展開』(調 欝 業主 り騎 市峡 卸売北部市

踊 業協同組合,羅:上 瀧 儲 醐 拓委員会専門家類 詔 和63年3月)に 力口筆

し,論 稿スタイルに再構成したものである。なお,同 調査事業の実施と報告書作成に

際しては,北 醐 の大谷理報,畑 専羅 事洛 委員・そしてとりわけ中小鎌 団

体中央会の佐藤 企主任指輯 こはs言 脇 力を受けた・また・懸 氏には・讃

料の収集やアソケー-r査 の集計㈱ こおいて も協力柵 た・この場を働 て冶 わ

せて感謝申し上げる。

(2)こ の稿のもととなったr調 査,,,e...s.書』を小林肇搬 に手渡そ うとして・結果として

厳 しできないまま,搬 は他界されてしまった・そんな思いも込めて・ この 『遭陣

号』ly投 稿を申し出た。改めて教授のご冥福をお祈 り申し上げる。

1

2

3

4

〈資 料〉

北商協活路開拓 ピジョソの基本枠組と骨子

アソケー ト調査の概要

お得意様アソケー ト集計表

組合員アソケー ト集計表
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(289)

資料一1《北商協活路開拓 ビジ ョンの基本枠組と骨子》

問 題 状 況 主な背景ないし原因

α閥連棟全体としての売上高と来客数のi

低迷 ・漸減傾向a

②業種間格差の拡大化!

(3槻 模間格差の拡大化i

4

(4)関連棟売場の無秩序化 ・没個性化

(5)統合的配送システムの不在

(1)各店舗の売上の低迷 ・漸減傾向

②無用な内部的競合化

・各店舗の無秩序な取扱品目の拡大

・各店舗の没個性化と平準化

(3)経営規模の零細性 と方向喪失状態

(1)流通システムの構造的変革

{姦灘 縫 磁り
への対応の遅れ と誤 り

↑～受身的,個 別的,場 当た り的対応～

↓

②経営上の機関的頭脳の不在

(3)中央卸売市場制度の空洞化現象の恐れ

㈲物流システムの発達への不対応

一{レ

1個 別企業のレベルを超えた
⇔ 経営環境の到来

・経営者の高齢化

(1}許可品 留 ・許可業種の硬直化f1)消 費構造 ・食品流通 システムの変化

(2)売り場面積の狭陰化 と電気,空 調照明 ・食料品の輸入自由化(円 高に よる多種

等の商業施設の不備 占 多量化)と 卸売市場機能変化の可能性

・食生活の構造的変化

②新製品ラッシュと膨大な製品アイテム

(1)組合員意識の欠如

(組合に対する意識)

②組合員格差の拡大

↓

(3)組合 と組合員の衰退

{D役所主導型の市場の開設

㌣(齢 への強制的加入 倣 治的鶏)1②異業種・規模格差のある組合員の混在

1(3)「 組合」(組 織)に 対す る

⇔ 本質的(生 来的)無 理解

i(掘 舗 業の未鍵

(1)交通手段の偏在～陸の孤島～

②市場内における関連事業者の地位のあ

いまい性

b

⇒

b

φ

φ
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※ このビジョソは北商協の大部分をしめる食料品系卸売業者を主たる
対象にしている。

⇒

⇒

⇒

φ

組合の遂行
機 能

共同(事 業)

機能

b

解決策 ・活路 ・ピジ ョソ

At(1)本 部(中 蝶 輔 瀦 理システム)灘 の醗一欝 懸i}騰 撫

③情報 集中管理機器 の設置 ・活用(5)共(協)同 倉庫 ・配送 シ ス

② 関連 棟の商流 ゾー ソ化 ・買出人 ア メ テムの開発～物 流機能 の

ニテ ィの確保 強 化～

(3)実験店舗(ア ソテナ ・シ ョップ)の 共有 化

組合員経営

と経営支援

機能

川崎市当局

との交渉機

能

と

機

織
…
整

組

調

合

部

組

内

能

B 『経営者は労務提供型労働から頭脳労働へ』 またr店 頭から本部業

(1)異業種間 ・同業種間のグループ化 務へ』

(ミニ本部機能の開発)②PB商 品の開発

(3顧客管理 と流動客の固定化,そ して(4)勉 強会 ・研究会の開催

卸主宰のボラソタリー ・チェーソの組織化

c(1)業 種振 り分けの再検討 と陳情{4)市 当局担当者との

(2)許可品 目,許 可業種の拡大 親密化,惰 報の緊

(ex.乳 製品,チ ル ド製品,冷 凍製品etα)密 化

(3)関連棟施設 ・設備の改善(電 気設備,空 調,照 明等商業設備の改

善,店 舗スペースの拡大,共 同配送セソター及び共同倉庫の設置

又は設置場所の提供)

Dい1)齢 機能の躯 しと
一 各種共同事業α辻

At画 ・瀧 司

②組合組織の再編成ない

し組合内組織化の推進

(a)グループ化

『(b)共同出資会社(c)組合内協同組合

その他の

機能

臓 退店の買収 腱 帯感槻 近感の醸1

制度化

倉

ABA

i成i

O福 利厚生活動

○サークル活動

○組合旅行

⑤健康管理と労働条件

の改善

EI (1)定期巡回バス

②市場内他団体 との連携と北商協アイデソティティの確立

(3)地域社会への積極的なかかわ りと地域振興への貢献
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C2s7)

資料一2《 アンケー ト調査の概要》

1.顧 客(お 得意様)ア ンケr...ト

α)調 査事項 集計表参照

② 調査方法 アンケー ト用紙による留置法

(3)調 査期間 昭和63年1月23日 ～1月28日

(4)調 査対象事業所及びその数

① 対象 活路委員が有為抽出した顧客

(調査に協力して くれることを期待できる馴染み客が中心)

② 数100

⑤ 有効回答顧客の業種及び数

① 有効回答数96② 業種別内訳

食料品小売系

1.各 種 食 料 品

2.酒

3.青 果

4.鮮 魚

5.精 肉

6.乾 物

7.菓 子 ・パ ソ

58

24

14

5

9

3

2

1

飲 食 系

1.食 堂 ・レ ス ト

ラ ソ ・寿 司

2.給 食 ・弁 当 ・

惣 菜 等

3・ 酒 場 ・割 烹

38

20

12

6

2.組 合員アソケー ト

(D調 査事項 集計表参照

② 調査方法 アンケー ト用紙による留置法

{3)調 査期間 昭和63年1月27日 ～2月3目

ω 調査対象事業所及びその数

① 対象 組合員のうち卸売業者に限定

② 数66

㈲ 有効回答顧客の業種及び数

① 有効回答数65② 業種別内訳

食料品小売系 50 非食料品系 15
1・ 総 合食料 21 1.日 用 雑貨 s
2.佃 煮 ・漬 物 11

3.海 苔 ・茶 4 2.包 装 ・資 材 5
4.妻 物 ・惣菜 4

5.卵 4 3.衣 料 ・薬 4
6.食 肉 4

7.菓 子 2
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資料一3《 お得意様アンケー ト集計表》

調査対象数:100社,回 答数100社(う ち有効回答数96)

※()内 は総 合食品

1全 雑 計 食料品小売系 ※i飲 食 系

有効回答数 96社 58(24)社38社

(概要1)住 所
※()内 は各種食料晶

項 目 t全 雑 訓 食料品小売系 ※i飲 食 系

i⊥

2

3

4

川崎市

横浜市

東京都

その他

43社

24

24

5

24(6)社

19(10)

12(7)

g(一 一}

19社

5

12

2

(概要2)業 態
※()内 は各種食料品

項 目 除 鞭 訓 食料品小売系※i飲 食 系
-
占

9
臼

専門店

総合店

60社

30

31(11)社1

23(11)1

29社

7

(概要3)チ ェー ソの加 盟
※()内 は各 種食料品

項 目1全 鞭 計 1食料品小売系 ※i飲 食 系

ーム

り臼

加盟している

加盟していない

8社

72

1
7(2)社}1社

46(・9)!26

(概要4)代 表者の年齢
※()内 は各種食料品

項 目 1全 雑 訓 食料品小売系 ※ 飲 食 系

・1平 均年 齢147.949.8(51..5)歳
45.0歳

1

2 30代 20社 7(一)社 14社

40 41 26(10) 15

50 21 15(10) 6

so 6 5(4) 1

70 6 5(一 一) 1
1
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(概 要5)代 表者 の学 歴

{285}

※()内 は 各種食料 品

項 目

-
凸

2

0
り

4
●

卒

卒

卒

卒

小

中

高

大

全PI食 柵 小売系 刈 飲 食 系

6社

2?

45

15

5(2)社

is(9}

25(9}

9{3)

1社

9

20

6

(概要6)従 業員数 ※()内 は各 種食料品

項 目 1全 業翻 食料品小売系 ※1飲 食 系

1

2

1社 あた り平均人数

(家族+雇 用)

規模別内
訳

1～2人

3～4

5～9

10～29

3049

50～

11.2人

16社

28

25

18

3

4

12.4(15.5)人

13(5)社

13(6)

14(2)

11(5)

3{3)

3(2)

9.4人

3社

15

11

7

1

(概要7)営 業時間 ※()内 は各種食料品

項 目 全 業 種 計 食料品小売系 ※i飲 食 系

1平 均開店時刻 9時36分 8時36分

(8時49分)

10時30分

2 平均営業時間数 11時 間48分 12時 間51分

(11時 間4分)

10時 間49分

3 営 劇10時 間縮

時 間数i・ ・～ ・6

30社

58

17(6)社

38{18)

13祉

20

分 布 16～24

24時 間

FO

-
占

2(一 一}

zt-)

3
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※()内 は、各種食料 品(概要8)定休 日

1

項

週休曜日

目

ロ曜日

月

火

水

木

金

土

全 業 種 計

38社

1Z

10

7

7

2

2

幽 品小売系 ※

2 1ケ 月あた

りの休日数

休

3

～

～

4

5

無

1

9

6

2

5

7

31(14)社

3(1)

1(1)

5(1)

4(1)

2(1)

一(一)

6{2)

5(1)

45{19)

2(1)

飲 食 系

7社

9

9

2

3

2

3

1

7

3

2

(設問1)北 部市場への来場理 由をお聞かせ ください。
※()内 は各種食料品

項 目 1全 業酬 食料品続 系 ※11if

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

店が多 く,品 揃えが豊富

値段が安い

魅力がある店が多い

催事 ・特売に魅力がある

信用 ・サ0ビ スが よい

賑やかで活気があ る

整然として近代的

交通の便がよい

商品知識と情報が豊富な販売員が多い

新製品 ・売れ筋商品が豊富である

その他

50社

22

8

7

29

7

S

5?

7

12

2

33(15)社

16(5}

7(4)

6(4}

18(12)

5(5)

5(5}

34(L6)

sC1>

8(4)

2{2)

17社

6

1

1

11

z

3

23

4

4

(設問2)北 部市場への来場頻度をお聞かせ ください。
※()内 は各種食料品

項 目 全 業 種 計 1食柵 小売系 ※

1

2

3

4

回

回

日

2

4

他

～

～

の

毎

1

3

そ

週

週

51社

9

21

6

41(18)社

3(1)

10(4>

4{1)

飲 食 系

18社

6

11

2
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(設問3)

商 経 論 叢 第24巻 第4号

来場時間/仕 入時間/陳 列時間は どれ くらい?

(283)

※()内 は各種 食料品

項 目 除 業 種 計 食柵 小蘇 ※i飲 食 系
…雪1

9臼

北部市場への往復交通時間

北部市場全体での仕入時間

54分

1時 間21分

(鵬劃1:1
(1時 間31分)1

小 計 2時 間3分 2時間23分1塒 間6分

(2時 間32分) 1
3 店での商品陳列時間 1時 間41分 2時 間一分

(2時 間1分)

46分

計 3時 間46分

(縮矧1脚

(設問4)買 い上げ商品の貴店舗までの運送方法は? ※()内 は各種食料品

項 目

-
晶

2

3

自分の車で

卸業者に依頼

その他

除 業 種 訓 食柵 小売系 ※E食 系

86社

9

51(20)社

?(4)

35社

2

(設問5)有 料共同配送サー ビスの利用を希望しますか? ※()内 は各 種食料晶

項 目 全 業 種 計
1食柵 小売系 ※

-
る

2

3

4

希望する

希望しない

わからない

その他

23社

41

2$

2

13(5)社

24(9)

19(8)

2(2)

飲 食 系

10社

17

9

(設問6)北 部市場(関 連棟)で の仕入れ先は、? ※()内 は各種食料品

項 目 全 業 種 計

噌
工

り
臼

いつ も同じ店

仕入れ先は決まつていない

83社

7

1食料品小売系 ※1

53(23)社

4(1)

飲 食 系

34社

3
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(設 問7)仕 入れ先 割合を金額 ベー スで お書 き くだ さい。 ※()内 は各種食料 品

項 目 除 鞭 訓 食料品小売系※
ー

ワ
日

Q
9

4

5

北部市場での買い出し

他市場での買い出し

電話注文と卸売業者による配送

チェーソ本部

その他

68%

5

20

3

4

58{58)

7{9)

26{27}

5(2)

4(4)

十雪ロ 100 goo(ioo)

飲 食 系

81%

3

9

3

4

100

(設問8)現 在の北部市場関連商品に満足していますか? ※()内 は各種食料品

項 目1全 雑 訓 食柵 小売系 ※ 飲 食 系

・1齪 している149社13・(・4)社 18社

2 不満である 143社125(9)社
18社

1.品1H'1x.

2.価 格

3.販 売 員

4.配 送 サ ー ビス

5.交 通 ア クセ ス

6.そ の 他

23

17

3

4

7

10

1.3(5)

7(4)

3(1)

2(1)

4(1)

7(2)

10

10

-

2

3

3

(設問8-2)ご 不満の場合,他 の市場に行 きたいですか? ※()内 は各種食料品

項 目1全 業 種 計1食 料品続 系 ※ 飲 食 系

-義

9臼

それほどでもない

できればゆきたい

41社

9

21(7)社

7(3)

20社

2
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(設問9)現 在,販 売促進のためにしてい る経営努力事項は?

CZSi)

※()内 は各 種食料品

項 目

1

2

3

4

5

6

7

8

9

販促 ・イベン トの強化

商品構成の強化

販売技術の向上

店舗の改良 ・改装

営業時間の長時間化

チェーソへの加盟

広告

外部スタッフの助言

その他

全業種副 食RR小 売系 ※ 極 食 系

34祉

59

30

23

7

2

25

6

7

23(11)社

44(1S)

ZoCoo)

16(4)

4(1)

1(一)

15(6}

5(2)

5(3)

11社

15

10

7

3

1

10

1

2

(設問10)現 在,販 売促進計画をどのように立てていますか?

※()内 は各種食料品

1

社17

15

2

3

10

8

2

II

社⑯22ー
社39

ー
の

の

の

の

の(11㌧(((9171794

系食飲剰系売小品料食計種業全ー
目項

i
1

11

20

27

17

6

でえ考のけだ分自

1
1

⑯3348るいてれ躰硯言助の外

"タ

会ル習サ社社講

他ソ業業部のコ卸同外そ圏i「「「■■■Il欄1■■■■■■1圏■」■1置1ー
■う助かよのすの方でどな言

部

……

-

i-

ー

1
曜ー

騨
,

ー
,
『

2

(設問11)販 売促進費用(対 売上高)は どれ くらいですか?※()内 は各種食料品

項 目1全 業pl食 料品小縣 ※ 飲 食 系

平 均 数 値11.7・%IL62(1.4・)% 0.99%

度

数

分

布

0.5°/a以 下

0.6～1。0

1.-2.0

2.03.0

3.1^'5.0

18社

14

S

7

9

10(5)社

11(5)

5(一)

7(3)

4(2)

8社

3

3

-

5
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(設 問12)現 在 の経営 上の問題点 は?(重 要 な ものを3つ 以 内)※()内 は各 種 食料 品

項 目 1全 業種ql食 柵 小売系 ※

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

売上不振

売り場面積狭小

立地悪化

人材不足

資金繰り難

競争激化

後継者難

品揃え難

利益低下

経費増加

大型店の影響

消費者の流出

周辺人口の頭打ち

顧客ニーズの変化

固定客の確保難

その他

21社

23

8

32

Z

26

18

11

21

20

29

11

14

12

S

x

19(11)社

11(3)

5(1)

16(5)

1(一)

17(9)

8(3)

5(2)

12(5)

9(3)

27(13}

s(2)

10(4}

8(3)

?{Z}

1(一)

飲 食 系

2社

12

3

16

1

9

xo

6

9

11

2

3

4

4

1

(設 問13) 今後どのようなことをめざそうと考えていますか囎 轡 藤 綴 料品

項 目 1蝶 種訓 食柵 小売系※隊 食系

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

売上高の増大

利益率の向上

品揃}の 強化

メニューの開発力

財務体質の改善

事業の多角化

合理化 ・省力化

規模の拡大

事業転換

専門店化

販売促進技術の向上

店舗計画

チェーソに加盟
業態変換(コ ソビニエソスス ト
ア化等)
その他

57社

45

38

21

10

9

15

10

1

13

24

14

1

3

35(・3)社i

26{13)

32{13)

3(2}

S(2)

、191
5(2)

1(一)

11(1)

19(9)

5{1)

1(一)

3=;

22社

19

6

18

2

3

4

5

2

5

9
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(設問14)北 部市場関連業者に希望す ることがあれば,記 入して くだ さい。(順 不同〉

1.値 段

① 値段を安 く1

② スーパー等のほ うが安い場合あ り,な ぜか?

(3)価 格をはっき り明示してほしい

㈲ 生産者(青 果)に 価格が左右 されす ぎる

2.新 鮮な品物

(1)商 品の 日付けが過 ぎているのが出荷される場合あ り!

3.多 品種小 ロッ トの販売

(1)多 品種小 ロッ ト販売の推進

② 塩干物の小分け

4.品 揃え

ω 品揃えの強化

{2)売 れ筋商品の選定

{3)利 益率の よい商品

(4)日 用雑貨品店の品揃えが もっと欲しい

(5}パ ン屋の増強

㈲ 陶器屋が少なすぎる

(7)菓 子,雑 貨品の大手問屋の出店

(g}

(9)

a③

5.販 売員

(1}接 客サー ビス

② 無愛想な業者が多い

(3)商 品の見きわめ(商 品知識)が で きな くてはいけない

(4)

6件

5

2

10

着色剤使用商品は売れないのに目立ちすぎる。特にグ リーン系

1軒 の業者しか扱 っていない商品がある

欠品がないように

4

市場で自信をもって販売効果があることをアピールしてほしい

6.関 連棟内の通路へのはみ出し陳列は自粛して欲しい

7.早 朝か らの開店(朝6時 には開店するように)

8.一 般消費者への販売を もっと規制してもらいたい

9.駐 車場の確保(特 に,市 場関係者の場内駐車禁止)

10.講 習会の開催

(1)変 わ った惣菜などの料理講習などを開催してほしい

-
ゐ

ー
ム

自
δ

8

1
凸

11.買 い方の組合みたいなものをつ くりsお 互いの経営方針 ・親睦等

を深めるためのサークルのようなものが欲しい1

12.小 売店利益向上1

3件

1

1

1

5

ー
ム

ー
晶

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

旭
ム

ー
↓

t
五

-
1

1



(278)漉 システムの離 的変鞠 こみる中蜘 赫 獺 齢 業者の問蹴 況と躍139

資料一4《 組合員アンケー ト集計表》

調酬 象組韻 数:66社,略 数65社,回 答率98・5※O内 は総合飾

項 目 1全 業種訓 食料縣 ※

回答組合員数 65組合則 50(Z1}

非食料品系

15

(概要1)店 舗数
※()内 は総合食品

項 目a1食 料縣 ※
非食料品系

1

・1北部市場内・店舗のみの組合馴23組 韻1・8(9)
5

21北 部楊 鰍 含めた平均店舗数1平 均a7劇3.4(2.8)
4.8

(概要2)代 表者の年齢
※()内 は総合食品

項 目 匡 雑 訓 食料縣 ※i非 食料縣

・1平 均年齢157歳158(58}55歳
1

2 40代

50

fiO

70

12組 合 員

32

1Z

一

10(3}

22(12}

9(1)

8{4)

r

2

10

3

1-
1

(概要3)代 表者の学歴
※()内 は総 合食品

項 目 1全 業種訓 食料縣 ※i非 食料縣

噌⊥

2

3

4

小

中

高

大

卒

卒

卒

卒

3組 合 員

8

32

19

3(1)

5(一 一}

27{10)

i4{xo)

3

風
」

5
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(概 要4)後 継者 の年 齢

0277)

※()内 は 総合 食品

項 目 全業種計 除 料縣 ※
;32歳

33(34)歳i

非食料品系

1坪 均年齢
29歳

2 30代

40

50

60

70

6組 合 員

1$

9

10

4

5(1)

13(5)

8(4}

8(Z)

4(4}

-
占

FO

ー
ム

9
闘

(概要5)後 継者の学歴 ※()内 は総合食品

項 目 降 業種訓 食料縣 ※ i非食料品系

-藷

2

3

4
4

小 卒

中 卒

高 卒

大 卒

2組合員

一

18

30

2(一)

一(一)

14(6}

25(12)

=
4

C」

(概要6)年 商 ※()内 は総合食品

項 目

11均 輔(北 部市鵬)
匡 業種訓 食料品系※

2坪 均年商(全店舗)

・83莇 円1 201(210)

1,902 2,145(2,968)

非食料品系

II7

952

(概要7)年 商規模分布/北 部市場店 ※()内 は総合食品

項 目

1 北部市場店 1億 未満

1億 円台

2億 円台

3億 円台

4億 円台

全業種訓 食料縣 剰 非食料品系

12組 合 員

25

11

5

4

5(1)

21(10)

9(2)

5(4)

4(1)

ワ
・

」
4

2
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(概要8)年 商規模分布/全 店舗 ※()内 は総 合食品

項 目 悸 雑 訓 飽 縣 剰 非食料品系
1 全店舗計 1億 未満

1～5億 円

6～10億 円

11～50億 円

51～100億 円

101億 円以上

6組 合 員

21

7

16

2

3

3(一)

16(7)

7{2)

12(5}

2C2)

3(2)

3

5

4

(概要9)従 業員数(北 部市場店)
※()内 は総合食品

項 目 1全 鞭 訓 食料縣 ※

1 1組 合員あた り平均人数 i a5刈 4.5(6.6)人

2 内訳 11家 族(含,店 主)
I

zI雇 用

{正 社員
!パ ー ト

1ア ルバ イ ト

-

着4

1
凸

9

3

1

5

3

1

0

1.0(1,1)

3.5{5.5)

1.2(3.3}

1.9(1.8}

0.4×0.3}

非食料品系

6.2人

1,6

4.6

3.0

1.6

0.0

(概要10)従 業員数規模別分布(北 部市場店)※()内 は総合食品

1～5人

6～9

10^-19

20^29

全雑 計 偉 料縣 ※i非鮒 縣

36組 合 員27(15)

1915(3)

s(1)

2{2)

(概要11)販 売方法(北 部市場店) ※()内 は総合食品

項 目 悔 業種訓 食料縣 ※ 非食料品系

{⊥

ウ臼

現金売 り

掛売 り

82

18

ss(8s)

17{12)

95%

5
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(概要12)販 売方法/現 金売 りの割合分布/北 部市場店

(275>

※()内 は総 合食 品

項 目1鎌 種訓 食料縣 ※ 鹸 柵 系

1 100^95

94～80

79～50

49^20

22組 合 員

21

18

2

15(10)

19(7)

13(2}

2(1)

6

2

5

一

(概要13)販 売先割合(北 部市場店) ※()内 は総合食品

項 目 鎌 翻 除 料縣 ※排鮒 縣
噌
⊥

り
臼

来場者

外商

84%

16

84(89)%

16(11)

sl%

19

(概要14)販 売先/来 場者販売割合分布/北 部市場店 ※()内 は総合食品

項 目1全 鞭 訓 鮒 縣 剰 非食料縣

10095

94～80

79～50

49～20

25組 合 員

23,

14

2

19(12)

zl{s)

9C2}

1(1)

ヨ

6

2

5

1

(概要15)配 送サー ビスの実施/北 部市楊店 ※()内 は総 合食品

項 目 偉 鞭 計 食料縣 剰 非鮒 縣
ーム

ウ臼

轟

」

実施している 積極的

〃 消極的

実施していない

30組 合 員

33

2

27(5)

21{14)

1(1)

3

11

一

一

(概要16)外 売 りの配送方法/北 部市場店 ※()内 は総合食品

項 目 全業種訓 鮒 縣 ※i非 食料品系

-
轟

り
臼

3

定時 ・定ルー ト

不定期 ・緊急時のみ

その他

30組 合 員

lfi

4

Z7Cs)

17(12)

3(1)

0
9

Q
ゾ

ー
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(設問1)現 在の販売促進のための経営努力(○ はい くつで も)※()内 は総 合食品

項 目 除 鞭 訓 食料縣 ※1非食料縣
1

2

3

4

5

6

7

8

9

催物 ・イベソト企画の充実

商品構成の充実

販売技術

店舗レイアウト改良 ・陳列 ・装飾

広告 ・宣伝

外部スタッフの助言

小売店指導 ・支援i

新規顧客開拓

その他

16組 合 員

49

23

21

8

7

9

28

1

14(4)

s8×16)

15(5)

15(6)

6(2)

6{3}

$(3>

22(4)

1(一)

2

1

7

6

2

1

1

6

1

(設問2)現 在,販 促計画をどのように立てていますか? ※()内 は総合食品

項 目 除 雑 訓 食料縣 ※
・1自 店だけの考}で 22組韻1・5(6)

2 外 部の助言を と りいれ て

(1)コ ソサ ル タソ ト

② メー カー

(3)同 業者

(4}外 部 講習

⑤ そ の他

37組 合 員

6

27

17

14

3

31(12)

5(2}

ZzCoo)

14(2)

13(5)

Z(一 一)

非食料品系

7

£U

ー
ム

5

0
0

1

1

(設問3)現 在の販促費用の割合は? ※()内 は総合食品

項 目 陰 鞭 訓 食料縣 ※ 非食料品系

・}平 均 割合(%)1]..98%12.26(1.59)
1.16

2 内訳 o/ 5組合員 5(3)i-一

0.0超0.2以 下 11 7(3)14
0.2超0.5以 下 9 7(4) i2
0.5超1.0以 下 S 5(1) i3

1.0超3.0以 下 8 5(2) 3

3.0超 5 4(2) 1
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(設問4)現 在,品 揃えは何に主眼をおいて決めていますか?※()内 は総合食品

項 目 匡 鞭 訓 食料縣 ※ 非食料品系

1 プラ イス 10組合員 5(2) 5

2 銘柄 6 6(1) 一

3 メー カー 名 3 1(一) 2

4 品質 43 36(13) 7

5 その他 4 3(一) 1

(設問5)現 在,商 品構成はどのようにしていますか? ※()内 は総合食品

項 目1全 鞭 訓 食料縣 ※ 融 料品系

ー

ワ
臼

QU

4

多 品種 ・セ グ メソ ト

少 品種 ・セ グメソ ト

(1)・② の混合

特に してない

30組 合員

9

18

4

21(9)

7(3)

15(6)

4(2}

i

9

2

2

0

馳

(設問6)品 揃え……未調査

(設問7)現 在,商 品仕入れは主に どのようにしていますか? 品食合総は内

♂

)(※

項 目 匡 鞭 訓 館 縣 ※融 料縣

ー
ム

リ
御

00

メーカー ・問屋まかせ

同業者にならう

店独自の個性強調

6組 合員

1

55

』6(2)
i-

…
1(1)

41(18)

i-
14
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(設問8)経 営上の重点項 目は?(現 在 ・今後)(3つ 選択) ※()内 は総合食品

項 目 除 業種訓 食料縣 ※

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

店舗新設

配送セソター充実

商社との提携

メーカーとの提携業務

発展途上国製品の直輸入

製造部門の充実

製造部門への進出

小売部門の充実

小売部門への進出

小売業者の組織化

共同仕入の充実

自社オ リジナルブラソ ドの強化

在庫の低減

販売員の質の向上

その他

10組 合 員

10

4

17

2

10

5

6

4

9

6

29

21

42

1

g(5)

8(1)

3{2)

la.C5)

一(一)

9(1)

5(1)

4(2)

4(2)

6(3)

5(3}

24(7)

15(11}

35(13)

1(1)

非食料品系

2

2

1
轟

6

2

1
凸

2

3

1

5

6

7

(設問9)北 部市場関連棟にお客様が来場する理由(○い くつで も)※()内 は総 合食品

項 目 1全 雑 訓 食料縣 ※

1

2

3

4

5

6

7

8

9

01

店が多 く品揃が豊富

値段が安い

魅力店が多い

催事 ・特売が魅力

信用 ・サービスがよい

賑やかで活気がある

整然として近代的

交通の便がよい

商品知識 ・情報が豊富な販売員多い

新製品 ・売筋商品が豊富

43組 合 員

26

6

3

20

13

9

27

9

13

33{12}

22(12)

3(1)

3(1)

1s(s)

s{2)

8(一)

23(10)

7(3)

11.(5}

非食料品系

Q
ゾ

4

3

1

4

1

3

2

2

(設問10)北 部市場の発展の可能性は?
※()内 は総 合食品

項 目 匡 雑 訓 食料縣 ※

1

2

3

4

おおいに発展する

少しは発展する

さして発展は望めない

衰退する

13組 合 員

31

14

2

12(6)

1.9(6)

12(5}

2(Z)

非食料品系

噌1

1
轟

9
飼

1



146商 経 論 叢 第24巻 第4号

(設 問10-2北 部市場発 展 の可能性～ その理 由～ 自由記入に よる)

(271)

おおいに発展する 回答数13,理 由記述組合員数8

1.立 地条件

(1)交 通の便が良い

② 周辺の人 口増が見込まれる

③ 立地条件が良い

7件i2.市 場 として
コ

3α)食 品総合市場 としての強み

3② 駐車場

13.組 合員の経営努力

2件

1

1

1

少しは発展する 回答数31・ 理 由記述組 合員数17

(プラス要因)

1.立 地条件7件

L周 辺の人 口増が見込まれ る5

2.立 地条件が良い2

2.市 場 として3

L食 品総合市場 としての強み2

2.駐 車場等市場施設の

積極的投資1

3.組 合員の経営努力2

1.外 売 りを充実 させれば1

2.組 合役員の資質の範囲内で…1

(マ イナス要因)

1.大 井市場他の総合市場の新設1件

2.チ ェーソス トアの影響に よる市場

利用客の減少1

(条件下での発展)

1.市 場機能 自体の見直しがあれば

'鱒'餌1

2.新 しい商業環境に対応で きるよ

うなシステムができれば……1

さして発展は望めない 回答数14・ 理由記述組合員数11

1.小 売店 の減少

1.小 売店 の コン ビニ化

2.小 売店 の後継者難

3,大 型 スーパー の進 出

4.そ の他

2.流 通 形態 の変 化

3.市 場機 能の停滞

7件

1

2

2

2

1

1

4.今 後進出するだろ うスーパ・一に

対し,組 合員店舗の魅力が低い1

5.現 在の小売市場の変化に対する

対策が組合にない1

6.外 販に力を入れると市場に客が

来なくなるから1

7.卸 売聞屋 と我 々現金問屋 との価

格の差がたいしてなくなった1

衰退する 回答数2,理 由記述組合員数1

1.同 業店は多いが,品 揃えが悪い



(27。)流 通システム囎 造的変軒 にみる中蜘 姉 麟 齢 業者の問題状況と躍147

(設 問11) どのような共同事業を組合に期待しますか?(○ 印はい くつで も)
※()内 は総合食品

項
一

1 販売促進企画の充実

2 組合員の経営指導

3 顧客の…援助と指導

4 顧客の組織化

5 共同受注 ・共同販売

6 配送部門の共伺化

7 共同仕入の充実

無 回 答

回答組合員数

目 全業種計 偉 料縣 剰 非食料縣

38組 合 員

9

16

15

7

13

8

57

30(13)

6C2)

13(1}

io(s)

7(1)

11(1)

一(一)

6(4)

44(17)

8

3

3

5

一

2

2

13

(設問、2)そ の他で北部醐 関連齢 に対して瀧 するものがあればご記入ください・

◎ 組合への期待～組合事業の強化を希望～

1.組 合事業の強化

① 来場者数の増加に対する事業の強化

・市場内他団体との連携強化など

② 組合員経営支援1y関 す る事業の強化

・顧客情報の公開等

.取 り扱い品 ・品揃}(個 別 ・総合)に 対する指導強化

・組合員従業員教育に関する事業の強化

㈲ 調査 ・研究事業の強化

21件

(4)来 場者(顧 客)に 対する経営指導 ・健康管理指導等の強化

⑤ 個店レベルを超えた販売戦略の中枢機能の強化

2.組 合運営

(1}役 員の労に対す る感謝 ・期待

② 組合員の自覚及び意識の高揚

3.行 政庁との交渉機能(市 他関係行政庁 との積極的話し合い)

(施設 ・環境面での改善を含む。)

4.一 般客解放 日の設定

13

4

3

1

3

(3}

5

(2)

{2)

(1)

2

2

1

9
臼

9
臼
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